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通鶯総饗

第5回 通常総会の報告

 第5回 通常総会が、去る平成7年6月20日 午後、

定刻15分 遅れで、4時15分 から、東京都港区芝公園

の機械振興会館地下2階 大ホールで開催 された。

 長尾会長が急用で欠席されたため、議長の選出に

入 り、満場一致で田中穂積理事(東 京工業大学教授)

が議長に選出された。

 出席者数(本 人出席および委任状提出)の 確認に

より本総会の成立が宣言された後、議事録署名人と

して議長の他奥平捨男、木村一至の2氏 が選出され

た。

 つづいて、議事に入った。議案は1号 から4号 ま

で用意されてお り、順次配布 された資料 に基づき説

明 され、審議 された。議案はAAMTジ ャーナルに

掲載されているので、概要のみ述べる。

(1) 第1号 議案 94年度事業報告

  1.調 査研究活動

   例文評価、需要予測および利用技術の3つ

   の研究会として、合計21回 に及ぶ調査 ・研

   究会を開催 し、諸問題の調査や討議を行っ

   た。これらの研究成果はAAMTジ ヤーナ

   ルNo.11に まとめられている。

  2.機 械翻訳の普及啓蒙事業

   ・これまでの調査研究活動の成果を基にして

   機械翻訳の普及促進のためにセミナーや講

   習会を開催 した。

   (1)機 械翻訳セ ミナー

    平成6年6月22日 東京 機械振興会館

   (2)ユ ーザ実務講習会

    平成6年11月25日 名古屋 商工会議所

   ・また、関連団体の事業に協賛した。

   (1)TCシ ンポジュウムAAMTセ ッション

    平成6年8月26日 東京 工学院大学

   (2)翻 訳の日シンポジュウムAAMTセ ッ

    ンヨン

    平成6年10月1日 大阪 日経新聞本社

   ・さらに、会員のための学習や活動の支援の

  た め 見学会や ヒヤ リ ングを行 った。

 (1)翻 訳 現場見学会

   平 成6年4月6日 浜松 デー タプロセス

  研 究所

 (2)専 門 家の ヒヤ リング

   5回 開催 した。

3,協 賛 ・協 力事 業

 ・機械翻訳 関連の諸団体 との連携 を深め、情

  報 交換 等 を行 い、AAMTジ ャ ーナ ル等 で

  会 員 に広報 した。 主な もの は下記の通 り。

 (1)Coling'94チ ュー トリアル

  平 成6年8月  東 京 NECホ ー ル

 (2)翻 訳 フェア'95

  平 成6年10月21日 東 京YMCAホ テ ル

 ・海外 とは、世界 機械翻訳 連 盟(IAMT)と

  は も ちろん、 (財)国 際情 報化協 力セ ンタ

  ー(CICC)等 と連携 して活動 した。

4.広 報 ・機関誌の発行

 和 文版 及 び英文版 のAAMTジ ャー ナル を、

  3月 毎 に発行 した。 また、94年 版 の研究成

 果 報告書 を発行 した。

 IAMTの 機 関誌MT News Internationalも3

  月 毎 に会員 に配布 した。

  こ の他 、MTサ ミ ッ トやTM匡 の予 稿 集 の

 頒 布 等 を行 った。

(II) 第2号 議案 95年度事業計画

  1.調 査研究活動

   協会発足5年 目を迎えることでもあ り、調

   査研究をより一層積極的に展開すると共に

   新規テーマの発掘 と研究推進を図る。具体

   的には、市場動向調査、技術動向調査およ

   び例文評価研究を委員会 ・研究会活動とし

   て実施する。

  2.普 及啓蒙活動

   ・従 来通 りAAMTジ ャー ナ ルお よびMT

   News Internationalを発行して、国内外の関
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連情報 を会員に紹 介す る。

・セ ミナー、講演 会、講習会 、見学会 、ヒヤ

リング等 を開催 して、会員 のみ ならず外部

に対す る啓 蒙活動 を積極的 に行 う。

・関連団体 との連携 、協力 を強め 、上記活動

の活発化 を図る。

3.運 営基盤の維持 ・強化

 協会活動の活発化のためには、協会の運営

 基盤が確 りしていなければならない。それ

  には会員の増加が不可欠である。上記2項

 の活動等を通 じて会員層の拡大を図る。

(皿) 第3号 議案 事務所の移転

   港区芝公園3-5-12芝 公園真田ビル3

   階への移転が承認された。

m犠 露 嘉
り、

   新たに富士通(株)常 務取締役の吉原忠雄

   氏が理事に等 された・

 以上の4議 案は'94年度決算案および'95年 度予算

案 も含めていずれも承認された。これ以外の議案は

出ず、総会は終了 した。

機 械 翻 訳 セ ミナ ー の 報 告

 平成7年6月20日 、総会に先立ち、東京都港区芝

公園の機械振興会館地下2階 ホールで機械翻訳セ ミ

ナーを開催 した。

 当協会の会員には開催案内 を送る と共にAAMT

ジャーナルでお知らせ した。また、日本翻訳連盟、

日本翻訳協会、日本電子工業振興協会のご協力を得

て、それぞれの会員に開催案内を送付 した。 しか し

参加定員200名 に対 し参加者は73名 であった。

 プログラムは、定刻10時 に始まりほぼ予定通 りに

進行 し、午後4時 す ぎに終了 した。

10:00～ 講演  古賀 勝夫 (株)ノ ヴァ社長

 「パソコン翻訳ソフ ト/ユ ーザの現状と将来」

 増勢続けるパソコン翻訳ソフトの商品企画の意図

と商品構成、価格の動向、ユーザの利用目的と利用

実態、ユーザの利用上の評価などの詳細分析につい

て話 された。

11:00～ 講演  井上 健  東工大教授

 「翻訳者リテラシー/翻 訳の基本的知識 と技能」

翻訳者に要求 される資質、著者と読者を結ぶ翻訳者

の環境、異文化の背景と理解、原文の理解力 と訳文

の表現力などについて講演 された。

13:00～ 研究活動報告

 AAMTの 研究会活動の成果が発表された。

 「機械翻訳は生産性をどれだけ向上させるか」

   需要予測研究会 菊地純一 青山短大助教授

 「翻訳困難例文/ネ イティブチェックとその評価」

   例文評価研究会 横山晶一 山形大教授

14:00～ パ ネル討論

 「ネ ットワー ク時代 の翻 訳」

  田 中穂 積東工 大教授 の コーデ ィネー トで、機械

翻訳 シス テムの評価 、電子 化辞書 と機械翻訳 、 リア

ル タイム情報の検索 、標準 化、 インターネ ッ トと機

械翻訳な ど、機械 翻訳 の抱 えている諸問題 について

幅広 く討論 された。

  パ ネ ラーは次 の各氏 であった。

成田 一

田中裕一

安原 宏

村木一至

阪大助教授

(株)日本電子化辞書研究所 部長

沖電気工業(株) 主任研究員

日本電気(株) 部長
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IAIVIT総 会

第3回IAMT総 会 の報告

 第3回 世界 機 械翻 訳 連 盟 総 会 が、95年7月13日

(木)に 、ル クセ ンブルグのEC本 部ヘ ミサ イクル

で開催 された。Margaret King会 長 の招集 に応 じて60

人 が出席 した。

 まず議事案が採択 され、第2回 総会の議事録が承

認 された。その後、各責任者からの報告があった。

 会 長 の報告(M.King会 長)

 今 回のサ ミッ トは、1AMTの 活 動 におけ るメイ ン

イベ ン トであ る。多数 の学生 も含 め て参加 者は400

名 以 上であ った。

 事 務局の報告(John While氏)

 前 事 務 局長 が退任 し、」.White氏 が 後 を継 い だ。

IAMTは95年4月 に、米国 にお いて非営利 団体 と し

て認め られた。

 経 理担 当のRoberta Merchant氏 の 代 理 と して,

Scott Bennett氏 が 、正確 な内容 をこの総 会で提 示で

きないがIAMTは 財 政 的 に は健 全 で あ る、 と報告

した。

 AAMTの 報 告(長 尾 真氏)

 現 在 、個 人会員 が約190名 、 法 人会 員が40～50で

あ る。今 は経済状況が悪 く、会員増の妨 げになって

い る。AAMTジ ャー ナル は3月 毎 に 日本語 と英語

で発行 されている。3～4の 委員会があ り、 日本語

で報告書が発行 されている。

 AMTAの 報 告(Muriel Vasconcellos氏)

 サ ミ ッ トの ない 年 にAMTAの 会 議 を開いて きた。

92年 と94年 に2つ の ワークシ ョップを開 き論文集 を

出 した。最近は、次 の会議 に向けて5つ のグルー プ

が活動 している。AMTAは 、次 のMTサ ミッ トを97

年 後半 に米国 の西 部で 開 く予 定 であ る。AMTAの

会 員 は172人 で あ る。AMTAの 編 集 長Joseph

Pentheroudakis氏 が 引 退 し、 後 任 にDave Clements氏

が 就 任 し た 。

 EAMTの 報 告(M.King氏)

 個 人 会員63人 、 営利団体の会員が5、 非営利団体

の会員 が5で あ る。会員増の キャンペー ンを実施中

である。最 近の ワー クシ ョップは辞書に関する もの

であった。 もう一つの理論 に関する ワー クシ ョップ

は 今 年 論 文 集 を 出 す 予 定 で あ る。MT News

Internationalの 編 集 長John Hutchins氏 がEAMTの 新

会長 になる。

 次 にM.King氏 がIAMTの 役 員 を紹 介 した。 この

会議以 降、次 期会長 のM.Vasconcellos氏(AMTA)

が 会 長 とな り、 田中穂積教授が次期会長 となる。

 こ の 後 、Yorick Wilks氏 が 、 MT特 許 発 行 の 進 捗

に つ い て 質 問 した 。J.Hu[chins氏 は 、 Bill Fry氏 が 調

べ て い る と 答 え た 。Dr .Vasconcellosは 、 こ の 問 題 は

多 分 消 え る だ ろ う と 述 べ た 。

 MT News Letterの フ ォ ー マ ッ トの 変 更 に つ い て 質

問 が 出 た 。J.Hutchins氏 は 、 発 行 担 当 者 の 役 目 で あ

る と 答 え た 。J.Hu[chinsは 、 常 時 投 稿 し て ほ し い と

お 願 い し た 。

 次 の総会 は、次 回のMTサ ミッ トに合 わせ て、97

年 にアメリカで開 くこ とになった。

 次 回、MTサ ミ ッ トをTMIと 一 緒 に開 くか どう

か議論 され た。19人 が一緒 に開 くの に賛成 し、3人

が別 々を望み 、19人 が意見 な しであ った。 この他 、

両会議の内容 とか方針 について討議 された。

 MTサ ミッ トのオー ガナイザ、ホス トお よびテ ク

ニ シャンに感謝の拍手 を送 って閉会 した。
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it理 叢会

第5回IAMT理 事会の報告

 第5回 世界機械翻訳連盟理事会が、95年7月10日

ルクセンブルグのEC本 部ヘミサイクルで開かれた。

まず、議事案が採択 され、続いて報告がなされた。

 会 長 報告(Margaret King氏)

 今 回のサ ミットは第2回 の2倍 の規模 になった。

これ は多分、SEMAが 研 究教 育界 よ りも産業 界 に

通 じてい た ことに よる。AAMTの メ ンバ ー等 か ら

情 報提 供 につい て苦情 が 出たが 、SEMAは 日本 か

ら名簿が提出 され なかったため だ と答 えた。事前 に

もっ と打 ち合わすべ きであった。

 事 務局が会議 に欠席 したため 、事務局報告 がなか

った。経理担当者 も出席 してお らず 、経理資料 がな

いため会計報告 もなかった。

 編 集長の報告(」.Hutchins氏)

 シ ス テム、ユーザお よび地域 に関す る20-24頁 の

短いNewsletterを 出 そうと している。各地域 か ら2

人 の編集者 を出す とい う案 について討議 した。

 AAMTの 報 告(長 尾真氏)

 収 入不足の ため、安 い所 に事務所 を移 す。 近 く事

務局長が交替 する。MTユ ーザ とMTシ ス テムの利

用 に関す る2つ のセ ミナー を日本 で開いた。 いず れ

も参 加者 は80-100名 で 、以前 よ り多少 減 った。 会

誌 は英国 、中国、マ レーシアお よびシ ンガポールに

も送 られ てい る。

 AMTAの 報 告(Muriel Vasconcellos氏)

 94年10月3日 の コ ンフ ァレンスには175名 が 参加

した。 そ して、SIG(special interest group)が つ く

られ た。AMTAの コ ンフ ァ レンスはMTサ ミッ ト

のない年 に開 かれる。PC SIGは 、 MTシ ス テムの

APIsの 標 準化 に向 けて活発 に活動 して きた。つ ぎ

の地域 会議 は96年 で ある。Joe Pentheroudakis氏 が

AMTAの 編 集長をやめて、 Dave Clements氏 が引 き

継 いだ。

 EAMTの 報告

 エ ネルギーの大半 をMTサ ミッ トに注 いだ。辞書

と理論 に関す る ワー クシ ョップがで きた。論文集は

発行 あるいは発行 予定 である。第3の ワー クシ ョッ

プを計画 してい る。MTと 辞書 に関す る93年 の ワー

ク シ ョップの論 文集 は今 年発行 の予定 であ る。MT

と翻 訳 理 論 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ップ が、94年 秋

Hildesheimで 開か れた。 これ らの論 文 は一冊 の本 に

して出版 される予 定である。

TMIの 報告は、小型実験 システムと遺産的アプ

ローチに関する高度に理論的なことが特徴であった。

 MTサ ミ ッ トで は、約50人 が発表す る。論 文集 は

会議 が終わる までには用意 されるだろ う。仏 語 と独

語へ の通訳 は学生達が行 う。チュー トリアルへ の120

人 を含 めて、360人 が 登録 した。

 次 のTMIは2年 後、 NMのLas Crucesで 開 かれ

る。7月 はいろいろの理由で好 ま しくない、 もっと

後 の方 が良 い。MTサ ミッ トVIに つ いて は、 まだ

確定 した計 画は ない。オー ガナ イザーはスポ ンサー

を さが している。Ed Hovy氏 を長 として、 San Diego

大学 のあるSan Diegoで の 開催が有望であ る。財源

は未 決定 である。

 Euroupian Language Resource Associationへ の

EAMTの 加 入は9月 以降 とな る。提 示 され た予 算

については コメ ン トはなかった。

 IAMTの 役 員は、 Muriel Vasconcellos氏 が 会長 に、

田中穂積 教授 が次 期会長に、John Whites氏 が 事務

局長 に、Roberta Merchant氏 が 会計 にな る。 IAMT

はNewsletterへ の 尽力 に対 して、 John Hutchins氏 に

感謝 の意を表 した。

 次 の理事 会 の 日と場所 は、MTサ ミッ トVIに 合

わせ る ことになった。

 出 席 者 は、第4回 理事 会 の議事 録 を読 んでE一

メールで連絡 する よう求め られた。会計 報告は理事

会委 員に配 られ、7月 末 までに コメン トや意見 を出

す よう求め られた。

 以 上 をもって閉会 となった。
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委員套撚浅壁

AAMTお よびIAMTの 機 関誌について
                  AAMT Journal編 集委員会委員長

                  MT News International編 集委員 野村浩郷

 機 械 翻訳協会が設立 されて以来今 日まで、 アジア

太平 洋機械翻 訳協 会 は、その機 関 誌で あ るAAMT

Jouma1を 計 画 通 りに発 行 して き ま した。今 後 も

AAMTコoumalを 継 続 して発 行する予定ですので、

会員の皆様 のご協力 ・ご愛読 をお願 いいた します。

 ご存 知の通 り、機械翻訳協 会は、世界機械翻訳連

盟の下に、アメ リカ機械翻訳協 会、欧州機 械翻訳協

会、お よびアジア太平洋機械 翻訳協 会があ ります。

こ の 中 で、世 界 機 械 翻 訳 連 盟 はMT News

Internationalを4ケ 月毎 に発行 して お ります。 これ

は、世 界のすべ ての会員 に配布 されてお ります。そ

の他 に、 ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会 が 、AAMT

Journalを3ケ 月毎 に発行 して お ります。 これ は、

アジア太平 洋機械翻訳協 会のすべ ての会員に配布 さ

れてお ります。アメ リカ機械翻訳協 会お よび欧州機

械翻訳協 会は発行 してお りません。

 ア ジア太平洋機械翻訳協 会のAAMT Joumalは 日

本語で書かれてお ります ので、 日本以外の国 ・地域

の会員のために、その英語版 ダイジ ェス トも発行 し

てお ります。英語版 はダイジェス トですか ら、 日本

語版 に掲 載 されている記事 の中か らピックア ップ さ

れた ものだけを収録 してい ます。 日本在住 の会員に

は 日本語版 のみを配布 し、 日本以外 に在住 す る会員

には英語版 と日本語版 の両方 を配布 してい ます。

 英語版 ダイ ジェス トは、 日本語版 の記事 を日英機

械 翻訳 し、それを後修正す るこ とに よ り作 成 してお

ります。機械翻訳協 会の機 関誌 ですか ら、機械翻訳

の結果をで きるだけ生 かす ように心がけてお ります。

そのため、英語 文の品質については若干の問題があ

るか とも思 われ ます。 この機械翻 訳の経験が今後の

機械翻訳 の品質向上 に役 立てれば と思 ってい ます。

 MT News InternationalとAAMT Journalで は 、そ

れぞれの タイ トルが示 します ように、発行の コンセ

プ トが少 し異なってお ります。MT News International

は 、 その名が示す通 りNewsで あ ります。 したが っ

て、News的 な記事 が多 くな ってお ります。 これ に

より、機械 翻訳 に関す る世界 の動向がおわか りにな

ると思い ます。 もっ とも、記事 内容 は研 究 ・開発 に

たず さわ る人 むけ の ものが 多 く、機械 翻訳 システム

のユーザの皆様 には記事 内容 にかたよ りがある と感

じられるか もしれ ませ ん。

 MT News Internationalに はAAMT Journalか らの

転載記事 も多 く、 これ によってアジア太平洋地域 に

おける機械翻訳 に関す る動向が世界の皆様 に伝わ っ

てお ります。 もつ とも、AAMT Jouma且 の 記事の一

部 は、AAMT Journal日 本 語版 、 AAMT Journal英 語

ダイジェス ト版 、お よびMT News Internationalへ の

転載 と三重 に掲載 され ることにな りますので、 アジ

ア太平洋機械 翻訳 協会の会員の皆様 には記事 が重複

する結果 に もなってお ります。

 AAMT Jouma且 の 記事 をMT News Internationa量へ

転 載 す る と き の 転 載 記 事 の 選 択 はMT News

InternationalのEditorsが 独 自に行 ってお り、AAMT

は 関与 してお りません。 また、転載 記事 の英訳につ

いては、AAMT Jouma且 英 語版 の英語の品質が よく

ない との理 由で、MT News lnternationalのEditorsが

再 翻訳 を独 自に行 ってお り、これ に もAAMTは 関

与 してお りません。

 AAMT Journalは ア ジア太平洋機械翻訳協 会の機

関誌 です 。 したが って、その記事 内容 は会員の皆様

に有用 な もの とす ると してお ります 。特 に、機械 翻

訳 システムのユーザの方むけの記事 を多 くす るこ と

を心 がけてお ります。 しか し、 これが十分に達成 さ

れている とは思ってお りません。今 後の改善 を心 が

けるつ もりです。

 ア ジア太平 洋機械翻訳協 会の会員は、機械 翻訳 シ

ステムのユーザ、機械翻訳 システムの開発 者(販 売

者 も含む)、お よび機械翻訳 システムの研 究者に大別

され ます。会員の大部分は 日本か らであ り、 日本 以

外 か らの会員 も数人あ ります。 この ようにいろいろ

な立場 と目的 などを持 った会員の皆様 に等 しく情 報

が提 供で きる よう心がけてお ります。

 MT Joumalの 編 集 ・発行 はすべてボラ ンテ ィア的

に行 ってお ります。その編集委 員会はAAMT Journa且
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の編集 ・発行のポ リシ ィー を議論 する場 です が、人

手の不足 によ り、いろいろ な作 業 もボラ ンテ ィア的

に行 ってお ります。現 在の編集委員会は機械翻訳 シ

ステムの開発者お よび研 究者の立場 の人々だけか ら

構成 されてお ります。今後は、機械 翻訳 システムの

ユ ーザの立場の委員 を強化 したい と考えてお ります。

 AAMT Jouma且 で は、会員の皆様 か らの投稿 をお

待 ち してお ります。投 稿 される記事 内容 は、機械翻

訳協会の会員の皆様に有用 なもの とします。「有用」

とい う文言は極めて曖昧ですが、機械翻訳協 会の会

員の方 々にはその意味が ご理解 いただける もの と思

われ ます。現在 までのAAMT Journalの 掲 載記事 を

をご覧いただければおお よその見当がつ くか とも思

われ ます。機械翻訳 シテムの使用経験 な どは特 に歓

迎 します。 イベ ン トの案内な ども受 け付 け ます。

 投 稿原稿は、電子化 され た もの を原則 と し、そのハ

ー ドコピー を添付 する もの とします
。電子化 は、通

常の テキ ス トファイル とし、ワープロな どの個別の

ファイル形式は受 け付 け ません。通常 のテキス トフ

ァイルとは、いわゆるパ ソコンやワークステーシ ョ

ンへ取 り込める形の ものです。

 テキス トファイルは、フロ ッピーデ ィスクで送付

す るか、 または電子 メールで送付す る ものと します。

ハー ドコピーは、郵送 するか、 またはFaxす る もの

と します。図表や写真 な どはハ ー ドコピーに添付す

るもの とし、電子 化 されたフ ァイルには図表 などの

挿入位 置 を明記す る もの とします。図表お よび写真

はモ ノ クロのみ と し、 カラー は受 け付 け ませ ん。

AAMT Jouma1へ の掲載 に当たっての レイアウ トは、

編集委員会が行 い ます。図表お よび写真の レイア ウ

ト上 の配置 は、執筆者 の指示 を尊重 します。

 投 稿原稿 は、機械翻訳協会の編集委員会の規定 に

より査読 を行 います。 その結果、機 械翻訳協 会の会

員に有用 な内容で あると判断 された場 合には採録 と

判定 します。 この とき、記事の一部修正 な どを採録

の条件 とす る場合 もあ ります。採 録 と判定 された記

事 は、すみやか にAAMT Journalへ 掲 載 します。投

稿 され るに当た っては、いろいろな立場 や目的 な ど

の会員がい ることを念頭において、平易 で明瞭 な執

筆 をお願い します。特 に、研 究者お よび開発者 の方 々

は、技術的 な用語 などについての平 易な説明 を加 え

ることに心がけていただ きたい と思 い ます。分量 に

ついては、特 に制限は設け ませ ん。分量が多い場合

には、編集 の都 合に より、分割掲 載 とする こともあ

りえます。 日本語 と英語 の両 言語 で執筆 いただけれ

ば幸い です。 それが 困難 である場 合には、いずれか

の言語 のみ で も結構 です 。

 MT News Internationalの 編 集委 員会は、委員が米

国 、欧州 、および 日本 にい ますので頻 繁には開催 さ

れ な くてMT SUMMIT開 催 時な どに合わせて とき

ど き開催 されてい ます。 今年 は8月 のMT SUMMIT

の 時 にルクセ ンブルグで開催 され ました。都 合に よ

り日本か らは参 加で きませんで したが、MT News

Internationalで は 、ア ジア太平 洋地域 か らの原 稿 の

さ ら な る 投 稿 を熱 望 して お り ま す。MT News

Internationalへ の投稿 を希望 される場 合には、AAMT

は そのお取 り次 ぎをいた します。但 し、MT News

International用 の 原稿 の執筆 は、英語 のみ によ る も

の とい た します。

 MT News Internationa且で は、従 来 か らAAMT

Jouma1よ りの転載記事が好評であ ります。したが《 、

投稿は まずAAMT Journa1へ の 投稿 をお勧め します。

MT News[nternationa且 へ の掲載 も希望 され る速報的

な連絡記事 などは、AAMT Jouma1へ の 投稿時 にそ

の 旨をご連絡いただ けれ ば、速やか にお取 り次 ぎし

ます。 この場合 には、記事は 日本語 と英語の両言語

で書かれている ことを原則 と します。 日本語が使 え

ない執筆者の場合 には英語のみで も結構です。 日本

語 の み で 書 か れ て い る 場 合 に は、MT News

Internationalへ の 取 り次 ぎはい た しませ ん。 AAMT

Jouma且 お よびMT News Internationalで の採 録の判

断はそれぞれの規定 に基づ きそれぞれ個 別 に行なわ

れ ます。投稿 原稿 を査 読 ・掲載するに当たっては、

AAMT Joumalお よ びMT News lnternationalと も、

投稿 者の一切 の経 費負担 はあ りませ ん。

 AAMT Jouma且 お よびMT News lnternationalは 、

今後 とも発行 を継続す る予定 です。投稿以外 に も、

会員 の皆様 からのご意見 やご要望 もお寄せ下 さい。

 AAMT Jouma1で は 、有料広告 の投稿 も受 け付 け

ます。投稿 された有料広告 につい て もAAMT Journal

編 集 委員会の規定 によ り査読 を行い ます。 その結果 、

採録 と判定 され た場合 には、AAMT Jouma1に 掲 載

いた します。 この場合 には、規定の掲載料 をあらか

じめお支払いいた だきます。
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掴際論交

MT-Summit V開 催 報 告

通信総合研究所関西先端研究センター 井佐原均 NEC情 報メディア研究所     村木一至

沖電気工業(株)マ ルチメディア研究所 安原 宏 シャープ(株)情 報商品開発研究所 福持陽士

1 開催概要

 機 械 翻訳サ ミッ トは、1987年 の 箱根での第1回 以

来、 アジア、北米、欧州の機械 翻訳 協会が持 ち回 り

で隔年毎 に開催 され、 ミュ ンヘ ン、 ワシン トン、神

戸 を経て、はや5回 目となった。今回は、ル クセ ン

ブル グにおいて、世界機 械翻訳 連盟(IAMT)の 主

催、European Commission Directorate General XIIIの

ス ポ ンサーの もとで開催 された。

 参 加者 は350名 を 越 えてお り、7月11日 ～13日 の

3日 間に、合計46件 の発表 が行 なわれた。 また、会

議 に先 立 っ て、7月10日 に は、MS. KING、 MR.

BRACE、 DR. VASCONCELLOS、 DR. SOMERSに

よるチュー トリアルが行 なわれた。

 また、会議場 の外 には、欧州 、米 国メーカを中心

として、16件 の辞書 システム、MTシ ス テム、翻訳

ワークベ ンチな どの併設展示が行 なわれ、アジアか

らはJICST(日 本)と[SS(シ ン ガポ ー ル)の2件

の展示が あった。

2 会議の概要

2-1 オ ー プ ニ ン グ セ ッ シ ョ ン

 1)COLLADA氏(EC DG Xm):「 このヘ ミサ

イクルで第5回 機械翻訳サ ミッ トが開催 され るが、

ここに多 くの人々が会 し、バベルの塔以来の言語障

壁 を取 り除 こうとする努力 において良い機会 となる

ことを期待 し、本会議 の成功 を望 む」 と開会の辞 を

述べた。

 2)BRACKENIERS氏(EC Translation Service):

議 会 では2～3日 で900ペ ー ジ もの資 料 を15種 類 の

言語 に翻訳 する とい うことがある。 これ をマ ネー ジ

メン トするには規 格化 して 自動翻訳 の力 を借 りない

といけない とい う趣 旨の講演 を行 なった。

 3)WILKS教 授(プ ロ グ ラム委 員 長):第5回

機械 翻訳 サ ミッ トの実行委 員 と して、今回のサ ミッ

トが多数の参加者を集め、コミッションの援助を受

けて無事開会できたことに感謝する。会場には多数

の商用機械翻訳(大 半が欧州関連)が 展示されてい

るのを見て、欧州においても自動翻訳に対する見方

が少し変化 していることを感 じた旨の挨拶 を行った。

2-2 MTの 過 去

 1)MAEGAARD教 授(Denmark):1992年 に 終

了 したEUROTRAプ ロ ジェ ク トを紹介 し、欧州 各

国 において結実 しているその具体的成果 について発

表 した。特 にデ ンマ ー クの リ ング テ ッ ク社 で は

EUROTRAの 成 果 を改良 して、化学 分野特 許の英語

か らデ ンマ ーク語 への機械翻訳 システ ムPaTransを

開 発 した。1994年3月 以 降日常的 に運用 していて、

60%～75%の 工 数が削減で きてい る、等、欧州各国

におけ る EUROTRAプ ロ ジェク トの成 果を利用 し

た産業界 におけ る動 きについて紹介があった。

 2)HUTCHINS教 授(Univ of East Anglia, UK):

MTを3つ の タ イプ(翻 訳 者 支援MT、 運 用MT、

研 究MT)に 分 けて説明 を行 った。 最近の注 目すべ

きッールは、Translation Memoryで あ るが、これは

パ ラレル コーパスの アライメン ト法 か ら生 まれて き

た ものである。ユーザは次第に品質にこだわるよう

になるか ら、 どこまで改善 を続 けるかが ポイ ン トに

なる と した上で、MTは 国際的 な情報時代 の最 も重

要な機能であ り、 コンピュサーブ社 のよ うなネ ッ ト

ワー ク上 のMTは 有効である と述べ た。

 3)BOITET教 授(GETA):「 機 械 翻 訳 にお け

る成功 と失敗 の要因」 と題する発表 にお いて、機械

翻訳 の タイプ と して、情 報収集者用 、校正者用、翻

訳 者用 、著者用 を設定 し、 タイプ別 にその歴 史を振

り返 った。各 タイプの成功 と失敗 につい て、概念 レ

ベル、エ ンジニア リング レベル、運用 レベ ル、商用

レベル、評判 レベルで言及 した。後半で は、機械翻

訳 の関係 者を研究 者、開発者 、利用者 、販売者、創

始者に分けて、過 去の成功 と失敗か ら得 られ るベ シ、
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ベ カラズ集について、講演 した。

 4)BOSTAD氏 (NAIC):シ ス トラ ンの 開発

に携 わって長 く米国空軍外 国技術部 に席 を置いてい

た経験 を踏 まえて、発 表 した。NAICは 、大量 の翻

訳が中心業務で、現在米 国にお けるMTの リーデ ィ

ングセ ンターである。1985年 に は連邦放送情報サ ー

ビス と共同で シス トラ ンの 日本語化 を行 い、94年 に

は中国語 システム を開発 した。1992年 に は合 同国立

情報開発 スタッフと共同でスペ イ ン語 システムを開

発 した。現在 で も資料の90%は 紙 であ り、年間100

万 ペ ー ジを処 理 している とのこ とで ある。

2-3 MTの 現 在 手 法 とシステム

2-3-1 大 規模 システム開発

 1)SCHNE[DER氏(Sietec Systemtechnik):長

年 シーメンスのMTシ ステムMETALを 担 当 して き

た当事者 と しての発表 を行 なった。以前 のバ ージ ョ

ンはLISPマ シ ン上 でマ ルチユー ザUNIXフ ロ ン ト

エ ン ドで使用 していたが、現在 はクライア ン ト/サ

ーバ に移行 してい る
。LISPプ ロ グラ ムは順 々 にC

++に 移 行 して行 った。 それに より速度が10倍 速 く

なった関数 もある。アライメ ン トエ デ ィタと トラ ン

ス レー シ ョンメモ リは、マニュアルの改訂翻訳 に有

効であ るとい う報告 を した。

 2)富 士 氏(富 士 通研):ATLASの 開 発の 歴史

と現状の報告 を行 なった。 プラ ッ トフ ォームの移行

とともにアプ リケーシ ョンや翻訳 ドキュメ ン トも変

化 した。 メインフ レームで は限定 され た特定のユ ー

ザ を対象 にバ ッチ的 にサ ー ビス してい たが、WSに

なる と新 しい応用 がい くつ も生 まれ た。PCに な る

と対応するテキス トも初期のマニ ュアル等か ら新聞、

雑誌、広 告等 各種 の ドキュメン トに広が ってい った。

その対策 として文法規則 にスイ ッチ を設 けて テキ ス

トの種類に対応で きるように してい るとい う発表で

あった。

 3)BENNET氏(Logos Corporation):翻 訳 プロ

セスのス ピー ドア ップのため に開発 しなければな ら

ない項 目 として、翻訳エ ンジンの性能 と品質改善、

クラ イア ン ト/サ ーバ アーキテ クチ ャ、ユーザ イン

タフェース、各種 フォーマ ッ トを吸収で きる フィル

ター技術 、辞書管理、 ター ミノロジー管理、 トラン

ス レーシ ョンメモ リ(例 えばユー ロラ ングの オプテ

ィマ イザー、 グローバ ル ウエ アのXL 8、IBMの ト

ラ ンス レーシ ョン ・マネー ジャ)、エ ンジン以外の ト

ータルソ リューシ ョンと してのプ ロセ ス管理、 ポス

トエ デ ィ ト環境 、以前 の作 業の取 り出 し、翻訳 ツー

ル、ハ ー ド環境 な どをあげた。

 4)BOGUSLAVSKY教 授(Russia):ロ シ ア で

開発 しているシステムの現 状 を報告 した。基本思想

はメルチェ ックの ミーニ ングテキス ト理論 に基づい

ている。 露英、英露MT、 ロシア語 お よび英語 によ

るデー タベ ースの自然 言語 イ ンタフェース、言語教

育 支 援 シ ス テ ム を 開 発 した。英 露MTシ ス テ ム

ETAP 2は 、 科学技 術文 献 の翻 訳用 と して1982年 ～

1985年 に 同教授 が開発 した。それ を踏 まえて双方向

の露英MTシ ス テムETAP 3を 開発 して いる とい う

報告 があった。

2-3-2 EC委 員 会での開発 の現状

 1)CENCIONI氏(EC DG XIII):テ レマテ ィー

クプログラムの主 要セク ターの一つである ランゲー

ジエ ンジニア リングの活動 について紹介 した。その

政策 は、パイロ ッ ト応用 プロ ジェ ク ト、再利用言語

資源 、ラ ンゲージエ ンジニア リング研 究、水平展開

に至 り、多言語処理 と翻訳 支援 に関 しては技 術的課

題 とと もにユ ーザ対応 と統 合がある。予 算的には4

年 間で8千 万エ キューである とい う説明がな された。

 2)SENEZ氏(EC Translation Service):コ ミッ

シ ョンにお けるMTの 使用状況 の報 告を行 なった。

機械翻訳 はシス トラ ンを使 っているが、その利用 率

は最近上が ってお り、1988年 に は4000ペ ー ジであっ

たが 、1994年 に は内部 の普 及活動 と計算機設備 の充

実 によ り140000ペ ー ジに上 り、現在 このMTを 専 門

用語 ツールにす るこ とに注力 している とい う発表 で

あ った。

 3)LEICK氏(EC DG XIII):EURAMISと 呼 ば

れる欧州高等多言語情報 システムの紹介 とその ビジ

ョンを示 した。EURAMISは 、 機械翻訳 や ドキ ュメ

ン ト検索、専門用語検索、電子 メールなどを統合 し

た ものであ る。最初の 目標 は トランス レーシ ョンメ

モ リと専 門用語の統合お よび多機能 なシステムの シ

ナ ジー効果 を出す ことであ る。第1版 は1996年 に リ

リース され るとの ことであ った。
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2-3-3 MTの ための資源

 1)OAKLEY氏(ELRA, UK):EUROTRAプ ロ

ジこLク トに対 して、参加者の選択 ミス、ユ ーザ を無

視 した点 、言語資源への関心 の欠如等 辛辣 な報告 を

したが 、最終 的には欧州 の研究者が 自由に交流 で き

る ようになった効果 につ いて も言及 した。

 2)GALINKSKI氏(lnfoterm, Austria):長 年 イ

ンフォタームで専 門用語 を中心 とす る情報 科学 の規

格 に取 り組 んでいる経験 か ら、機械翻訳 に とっての

専 門用語 の重要性 につ いて述べ た。機械翻訳 の使用

者 と開発者 の両 方に とって専 門用語 は、今後重点的

なテーマにな り、共同作 業が必 要である。 なぜ なら

機械翻訳 の対象テキス トが特 殊テキス トに向いてお

り、そのため には専 門用 語 と言語外知識が必要 にな

って くるか らであ る。それ を怠 ると機械翻訳の顧客

を失望 させ ることになるとい う発表 を行 なった。

 3)MAGNUSDOTrlR女 史 (Univ of Gothenburg,

Sweden):機 械 翻訳 の市場 を活性 化 させ る ため に、

機械翻訳 開発者 と言語資源 プログラムがお互 いの言

語資源 を有効 に活用すべ きだとい う点 と、人的資源

育成 の必要性 を説い た。機械翻訳活性化 の もう一つ

の人的資源 の育成 に関 して、現在 の機械翻訳 の市場

ニーズ と機械翻訳 システムが う まく行 っていないの

を解決 するには、開発企業 は機械翻訳 セールスマ ン

の教育を行 うべ き点 と独立 な機械翻訳 の コンサル タ

ン トを置 く必 要性 を説いた。

2-3-4 小 型MTシ ス テムへの取 り組み

 1)福 持 氏(シ ャープ)1該 社の機械翻訳 につい

て、特徴や応用例 を報告 した。特徴の一つ と して、

範囲指定の次候補機能や ワー プロ 「書院」上で実現

したPhrase‐to‐phrase translationと 呼 ぶ速 読支援機

能 につい て紹介 した。 また、同 シス テムのユ ーザ事

例 と して、東 京の医学 関 係 の翻訳 業 者BICに 納 入

したクライア ン ト/サ ーバ型の システム とその運用

事例 につ いて紹介があ った。

 2) 芦 崎 氏(JICST):」1CSTで 開 発 した機 械

翻 訳 シス テ ムJMTの 現 状 につ い て報 告 した。 Mu

プ ロ ジェ ク ト(1982～1986年)の 成 果をベース とし

たMu 2は 、1990年 か らJICST英 語DBの 構 築 に利

用 されて い たが、MuがLISPマ シ ンで実行 されて

いたの に対 して、Mu 2は メ イ ンフ レーム のCで 実

行 されていた。1994～1995年 の 間 に、SUN、 さ らに

PCと して ウ ィン ドウズやマ ックに移行 してい る と

い う報告 が なされた。

2-3-5 世 界 のMTと 地 域毎のMT調 査

 1)VASCONCELLOS女 史/BRACE氏 二MTサ

ミッ トに先 だ って、 ヨー ロ ッパ とアメリカにおいて

行 なったMT市 場 の調査結果 を報告 した。95年 上期

に、 ワー クス テ ー シ ョン版 の 機 能 を そ の ま まに

Systran Professional for Windows(Systran),Transcend

(lntergraph)、Personal Translator(IBM)、Winger92(デ

ンマー ク)と い ったPC上 の システムが発売 された。

また、従 来 よ りPC上 の シス テム を発 売 してい た

Globalinkは 、文 法規 則 を修正 す るた めのユ ーザ フ

レン ドリーなツールを持 った新世代の システ ムを発

表 しよう としている等 、北米 、欧州 にお ける詳細 な

市場動向 の報告が な された。

 2)HAJIC氏(Charles University, Czech):東 欧

を代表 して、チェ コにおけるMT研 究動向 を紹介 し

た。 い くつかのチ ェコにおける最近 のMTシ ステム

の紹 介が あ り、今後の方向性 として、統計的手法 と

規則 に基づ く手法の融合や、パラ レルデー タの収集

をあげた。

 3)RINSCHE氏(The Language Technology Centre,

UK):機 械 翻訳 関連 システム を機械 翻訳 システム、

トラ ンス レー シ ョンワー クベ ンチ、辞書 ツールに分

け、それぞれの特徴 を明確 に した。近年 、ユ ーザの

ニーズ に答 える形で 、対象言語の拡 大、 よ り広 い分

野での辞書の整備 、他 のシステムへの組み込み、PC

化 、低価格化 とい った動 きがあ る点 を指摘 した。

2-4 MTの 現 在 実 装、環境、アプリケーシ ョン

2-4-1 オ フ ィス用現行MTシ ステムの経済性

 1)堂 野前氏(長 瀬産業):MTの 前編集、後編

集について発表した。該社では、1990年 のMT導 入

以来、2000ペ ージを越える各種文書を翻訳 したが、

必要な訳質を満たすために、前編集と後編集が不可

欠である点、これらの編集作業および専門用語辞書
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の充実 は高 コス トである点 、編 集作 業は対 象文書 の

タイプによって異 な り、一般 化は出来ないが、い く

つかの根本原理 を示す ことは出来る点 を報告 した。

 2)FLANAGAN女 史(CompuServe):CompuServe

に お けるMTの 利 用 について概 説 した。CompuServe

で は 、94年8月 から翻訳 を開始 し、95年2月 には、

よ り一般 的な内容のWorld Community Forumに お い

て、英語 、 フラ ンス語、 ドイツ語、スペ イン語間の

翻訳 を開始 した。 これを さらに発展 させて、95年7

月か らは、電子 メイルベ ースの翻訳サ ービスを開始

す る。対象言語対 は、英語 と、フラ ンス語 ・ドイツ

語 ・ス ペ イ ン語 の そ れ ぞ れ で あ る。Intergraphの

Transcend を翻 訳 エ ンジンと して用 いて いて、 MT

のみ であれ ば数分以内に、後編集つ きで も24時 間以

内に結果が返送 される とい う発表 であった。

 3)GRASMICK氏(SAP, Germany):現 在 最 も

効果的 にMTを 使 っているユ ーザ として講演 した。

現在 、該社では、60人 の通常の翻訳 者 とは別 に、MT

に は8人 の職員 と、3人 の学 生、2人 のパー トタイ

ムのフ リーラ ンスが参加 している。 これ まで、55,

500の 規 則が作 られ、独英 版は完全 に 日常 業務 に組

み込 まれている。15か ら20ペ ー ジ/人 ・日の翻訳速

度である。昨年 、検討 を開始 した英仏 については、

今年になって購 入 した。初期結果は満足で きるもの

である と紹 介 した。

 4)BODENKANP氏(Foreign Affairs Office):

ユ ー ザが機械翻訳 システムを正 しく評価す るための

い くつ か の視 点 を提 供 した。評 価 で 大 切 なの は

Quality、 Quantity、 Cost、 Integratedで あ る。経 済 性

等の評価は 自分 でや らな くてはな らない。 自己の シ

ステム(環 境)に 組み込 めるかど うか 、自己のニ ー

ズ(High Quality, Low Quality, fine etc.)に 合 うかど

うか、 などを調べ るこ とが必 要で ある と述べ た。

2-4-2 ビ ジ ネス インフラ、プロセスへ のMTの

統合

 1)MASION氏  (Siemens Nixdorf lnformations

System, Germany):該 社 における言語 サー ビスを

紹介 した。該社は、長年 にわたって、機械翻訳 シス

テムMETALを 販 売 して きた。現在60名 の社員 を擁

し、2000の 顧 客 を持 ち、情報技術 やテ レコミュニケ

ーシ ョンの分野 において、年 間13万 ペ ージの文書 の

翻 訳 を行 な ってい る。 また、DTSと 呼 ば れ る ネ ッ

トワー クサー ビス を設計 、開発 したとい う発表で あ

った。

 2)MARTY-ALBISSER氏(Language Technology

Services):5年 に わた る発 表者 のCIT(コ ン ピュ

ー タ統合翻訳)ツ ー ル導入 にお ける経験 に基づ いて、

機械翻訳 を実際の ビジネスプロセスに組み込 む上 で

考慮 しなけれ ばな らない 要因 につ い て考察 した。

CITを 決定 する要因 と して は、適切 な製品 の選択 、

適切 なプロジェク トチームの選択 、プロ ジェ ク トの

範 囲 と日程 の定義 、プロジェク トチームの指 導、 ワ

ークフローの再構築
、生 産性 向上 率の測定 である と

指摘 した。

 3)WHEELER氏(Antler Translation Services):

同 氏 がLogosに 移 籍 した後、 LogosのMTシ ス テム

を販売 するAntler Translation Servicesを 設 立 した、

等 その経験 を紹 介 した。

 4)LEHMAN氏 (IBM Deutschland Information

System, Germany):IBMは 、 LMTベ ー スのホー ム、

ビジ ネスユーザ をターゲ ッ トと した機械翻訳 シス テ

ムPersona且Translatorを 開 発 した。 そのベー スとな

ったLMTプ ロ ジェク トは、1985年 に 始 ま り、プ ロ

トタイプか らの製 品開発 は、 ドイ ツIBMで 行 な わ

れ た。同 シス テム はWindows 3.1以 上 もし くは、

OS/23.0で 稼 働 し、8MBの メモ リ、15MBの

デ ィスク容量で稼働す るとの発表で あった。

2-5 MTの 将 来

2-5-1 MT研 究 開発の将来

 1)長 尾 教授(京 都大学 、AAMT会 長):(1)

近 年 提案 され て きたMTに おける新 しいパラダイム、

(2)自 然 言 語処 理 にお け る新 しいパ ラダ イム、

(3)新 しい応用 、 (4)工 学 上 の実現 の問題 を概

観 し、MTの 将来 におけ る発展 のため、何 を しなけ

ればならない かについて講演 した。

 MTの 新 パ ラダ イム として、 EBMT(事 例 ベー ス

MT)、 レキシカ リス トMT、 KBMT(知 識 ベ ースMT)、

多 言語MT、 コ ネク シ ョニ ス トアプ ロー チ、確率 ベ

ースMTな どがあ り、 自然 言語処理 における新パラ

ダイム としては、超並列 の 自然 言語 処理 、効 率的な

文 字列検索/マ ッチ、大規模 デ ー タベ ース、TEI、
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多言語 テキス トデー タベース、大規模 電子辞書 など

がある。以 上を概観 した上で、言語処 理 システムの

具体的改善 数値 目標等 が提 示 された。

 2)辻 井 教授  (UMIST):理 論 研 究 者 が抱 い

た2つ の仮 説における間違 い を指摘 する ことに よ り、

(1)こ れ までのMTの 理論研究 の どこが間違 って

いたか、(2)研 究 と開発 のギ ャップ を埋 めるのに、

現在 のMT技 術 に何が欠如 しているかについて報告

した。

 "Iwill go to see my GP tomorrow."と い う文 に対 し

て、compositionality of translationを 行 な うと、 「私

は、明 日、医者 に会い にい く。」とい う原言語 と全 く

違 う意味 を持 って しまう点 な どをあげて、この仮説

にお ける間違 い を指摘 した。更 に、奈 良先端 大や

UM[STに お け る調 査 を 引用 して、2番 目 の仮 説

Possible Trans且anonに お ける間違 いについて も言及

した。

2-5-2 MTの 評 価

 1)井 佐 原氏(通 信総研):1992年 よ り、電子協

で、MTシ ス テムの 開発 者用 に、 MTの 品 質評価 の

方法 を検討 して きた内容 につい て、報告 を行 なった。

その客観性 の基準 と して 、評価 プロセスにおける客

観性 、評価結果 の判断 にお ける客観性 を満 足する よ

うな評価用 テス トセ ッ トを作成 したこ とが報告 され

た。本 評価 方法 の特 徴 は、評価 文 にyeslnoの 質 問

と説明が付加 されてお り、その質問に答えてい くこ

とで、品質 の客観的評価が行 なえるこ とである。更

に、翻訳 メカニズム と言語現 象 との関係 を説明する

説明文 を各評価文章 に付加す るこ とに より、問題 と

なっている言語現象が何故正 しく処理 で きなかった

かを開発者 が理解で きるよ うに している。本テス ト

セ ッ トは、1995年4月 に公 開 された。

 2)MACKLOVITCH氏(CITL Canada):カ ナ

ダのCITIで 開発 され た人間 に よる翻訳 の 自動検証

システムで あるTransCheckの 概 要 を紹介 した。

 TransCheckは 、 Gale and Church(1991)お よび

Brown, et al(1991)で 提 案 されたパラ レルテキス ト

のためのアライメ ン トアルゴ リズムに基づ いている。

TransCheckで は 、翻 訳 者が ドラ フ ト翻 訳 を終 える

と、アライメ ン トのため 、原文 と訳文 の ファイルを

システムに送 る。 システムは、アライ メン トを行 な

い、良い翻訳の特徴 に照 ら して、検証 を行 なうシス

テム と して紹介 した。

 3)WHITE氏(PRC, USA):4年 前 か ら、 ARPA

のMTイ ニ シャテ ィブの下で開発 してい るMTの 評

価方法 について紹介 した。 各種MTの アプローチ、

システムの違いの ため 、本研究では、ブ ラックボ ッ

クス評価 を採 用 した。本テス トでは、辞書の更新、

前編集 、後編 集、 インタラクシ ョンすべ て を除外 し

た。 各システムは、約400単 語 か らなる新聞記事 を1

00件 翻 訳 し、それ に2名 の翻訳 者の翻訳結果 が添 え

られ 、人間 によ り、adequacy、 fluency、 informativeness

の3つ の基準 に基 づいて評価 がな された。本発表 で

は、 この3つ の基準 に従って、6つ の仏/英 、6つ

の西/英 、5つ の 日/英 の システムの評価結果が紹

介 され た。

 4)REGNIER-PROST女 史(Aerospa[iale, France):

80年 初 頭 よ り、AEROSPATIALE の Common

Research Centreの 情 報 部で、主 要な機械翻訳 システ

ムの比較 テス トと診 断評価 にお ける経験 を通 して開

発 した、2つ のユ ーザ指 向の評価方法 を紹介 した。

2-5-3 MTと 音 声

 1)Wahlster教 授(Saarbmcken):300語 に よ る

旅行 のスケジュー リングのSpeech Negotiationシ ス

テムの翻訳部 につ いて紹 介 した。 しか し、非常 に初

期的 な レベ ルであ り、語彙 の曖昧 さをまった く許 し

ていない とか、個 人スケジュー リングタスクなの に

時 間の整合性 を保証 しない状況であ る。 これか らは、

未知語対策 、音素 認識 強化な どが課題 と していた。

アイデアに期待す る ところである。 ちなみ に、BBC

のTomorrowWor且dと い う番 組 がVerbmobilを 取 り

上 げた ときの ビデオを使用 したデモ を行 なってい た。

 2)Waibel教 授(CMU):JANUS シ ス テ ム に

つい て述 べ た。 目標 は、 1-Formedで 、 Ellipticalな

発 話 の理解 を 目指 してお り、音声翻訳 とい う、 これ

まで の唯一の 目的 の他 に、発話の理解、発話の解釈

に力 を入れている。現状 のシステムは、 タスク固定

でサ イズが小 さく、 ドメインの数や 、言語の種類が

非常 に制約 されている。 そこで 、 ドメイ ンモ ジュー

ルや言語 モジュールを多種用意 しておい て、動的 な

スイ ッチを設 けて切替 える ようにす るとい う発表 を

行 なった。
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 3)飯 田氏(ATR):会 話 文 の翻訳 におい て、 日

本語の機 能語 の解釈 の難 しさや機能語省略 の回復 の

重 要 さ と 難 し さ を 例 に と り 意 味 解 釈 時 の

Disambiguationに つ いて研 究課題 を指摘 した。少 な

くともWahlster、 Waibe1流 の荒 っぽ さ 「言語翻訳 に

関す る危 うい、安易な議論」 に比 し安心で きたが、

難 しさだけが印象 として残 った。

2-5-4 MT、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 情 報 検 索

 1)THURMAIR氏(Sietech):多 言 語 情報 検 索

サー ビスには検索 キーワー ドの対訳辞書 による目標

言語 への置 き換 え、翻訳 メモ リ中の過去 の翻訳結果

を用いて源query表 現 の一部 を目標言語 の表現 に置

き換える事 によるフ ァジーマ ッチ ングが有効 である

とい う。そのためには、この置 き換 えに ドメイ ン知

識が必要で、彼 らのシステムはこれを備 えている。

さらに、 目標 デー タベース中のテキス トとの照合に

簡単 なテキス ト解析を組込 んでお り、 ファジーマ ッ

チ ングを有効に動作 させた とい うものである。

 2)森 本 氏 (ATR):テ レ ビ電話の環境 で、声

による場所伝達 と、共有画面上での方向指示(た と

えばマ ウス)を 組み合わせた伝達率向上の程度 を見

るため に会話 シ ミュレー シ ョンを行 なった報告 を行

な った。multi-moda且 コ ミュニケ ー シ ョンの有効 性

を定性 的にい うにとどまった。現象的 には シ ミュレ

ー ション会話で は人間 ら しく機能 してお り、将来 こ

れ を取 り上 げる重要性 を指摘 した。

 3)ZAHARIN教 授(Universiti Sains Ma且aysia):

マ レー シアが最近作 った情報 セ ンタの 国民 に対す る

情 報サー ビス計画 を述べ た。

 4)こ の セ ッシ ョンで 、EDRの 活 動 のフ レ゚ゼ ン

テー シ ョンが前 日の予定 か ら急 きょアロケイ トされ 、

NECの 村 木氏 が報 告す るこ とになった。 EDR辞 書

の完成 と今後 の提供 ・メ ンテナ ンスに関 して述べ 、

提供で きる リソースにつ いて説明 した。5つ の質問 、

コメン トとともに、セ ッシ ョン後 に情 報提供 を複数

箇所か ら求め られた。

の技術 と考 えられ、Applicationの 一 つ として翻 訳が

あ り、 そこで培 われた広範 な要素技術 が多種AP創

造 を支 える と考 える旨の発表 を行 なった。

 2)NIRENBURG教 授(NMSU, USA):ボ ス(NSF

やARPAな ど)を 説 得 してMT研 究 を続 け る の は

不可能 だ。 だけ ど、それ を訴 え続け る しか道 はない。

それが誰かがや る必 要が有 るか らだ と聴衆 を鼓舞 し

た。

 3)村 木 氏(NEC):MTも 情 報 サー ビスの 一つ

で、言語 を超えた情 報サ ービスを支 える ものだが、

MTが 独 り立 ちす るの は現 状で難 しい と考 える。検

索、分類、 フ ィルタリングと、イ ンターネ ッ ト、メ

ー ル環境 での情 報収 集、交換 と組み 合 わせて、MT

の 制約 を特定の利用 目的 に併せ てチュー ンア ップ し

なが ら取 り外 してい く戦略が必要 である。 それに至

るには、言語 、テキス ト処理技術 を取 り込 んだ、多

種 で、役 に立つAPを 同時 に開発 して、情 報サ ー ビ

スを作 り出 さなければな らない と報告 した。

 4)ZIMMERMAN教 授(Softex):MTシ ス テム

開発 は、 (1)翻 訳 管理 システムの開発、 (2)曖

昧 さ選択機 能の強化、大 ドメイ ン辞 書の開発 、(3)

翻 訳 を補助 する ツールの インテ グレー シ ョンに努力

すべ きである。 また、現在 もっとも利用価値があ る

のは インフォメー シ ョンギ ャザ リングのための高速

生翻訳 の利 用であ り、 これ を可能 にす る、頑健性、

特 定領域のいか なる術語 にも対応で きる大規模 ドメ

イン辞書、領域決定機能 などを緊急 に実現す る必要

があ ると述べた。内容 は日本で数年前 に議論 し尽 く

された ことであ るが 、何処がで きるかが問題で ある

と報告 した。

3 最後に

 次回は、1997年 に米国サ ンディエゴで開催の予定

である。最終 日には次回および次々回のMTサ ミッ

トに向けて、fAMTの 会長 に米国機械翻訳協会の

VASCONCELLOSさ んが、副会長 に東京工業大学

の田中穂積教授が、それぞれ選出された。

2-5-5 MT研 究 開発継続 の心得

 1)CHOI教 授(KAIST, Korea):韓 国 に お け る

NLPはOffice-Automation(Office Work)の 効 率 化
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・1・国 賑 畿 餓

TMI'95参 加 報 告

(The Sixth International Conference on Theoretical and Methodological Issues in Machine Translation)

 山 田 節 夫 秋 葉 泰 弘 Francis Bond   NTTコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 学 研 究 所

1 会議 概 要

 今 回のTMIは ベ ル ギ ーの ルーベ ン(Leuven)大

学 に於いて7月5～7日 に開催 された。今回で6回

目を迎 え、 ヨー ロッパで初めての開催 となった(1

～4回 目はアメ リカ
、5回 目は 日本)。本会議は、主

に機械 翻訳 に関する理論 的お よび方法論 的 なアプロ

ーチ をとった研 究の発表 と議論 の場 となってい る
。

ま た、毎 回TMIと 一 緒 に 開 か れ るMachine

Translation Summit V(機 械 翻訳 に関するユ ーザ と開

発者 の国際 会議)は 、翌週 にルクセ ンブル クで開催

された。

 今 回開催地 となったルーベ ンは大学 の町 として有

名 であ り、ベルギーの中で最大規模 のルーベ ン大学

がある。 さらに、ルーベ ン大学 は ヨーロ ッパの中で

も最 も古 い大学 の一 つ として数 え られてお り、ルー

ベ ンの町では中核 をな している。 その証拠 に、 まず

驚 か されたのは、TMI95の 開 催初 日に、普通 は入る

こ とがで きない支庁舎 に招待 され、ルーベ ン市長 自

らの挨拶 があったこ とで ある。 さらに、最後 の 日の

午後 には、市 でルーベ ンの町の案 内(英 語 の案 内 も

あった)を していただいて、市 に とっての大学 の重

要性 を伺 い知 るこ とがで きた。

 今 回の会議 内容 は、招待講演(音 声翻訳 、制限言

語)と5つ の テ ー マ に(MT and Computational

Semantics, MT and Controlled Language/Sublanguage,

MT and Spoken Language, MT and Empirical

Approaches、 Miscellaneous)の セ ッ シ ョ ン に 別 れ て

い た 。 特 に 今 回 は 、 統 計 ベ ー ス 、 事 例 ベ ー ス 、 コ ー

バ ス ベ ー ス が 最 近 目 立 っ て き た と い う こ と で 、4番

目 のMT and Empirical Approachesが 導 入 さ れ た よ う

で あ る 。

 今 回 の参加者 は約100名 で あ り、講演 は29件 で あ

った。 国別 に まとめる と以下 のよ うになった。

アメ リカ

日本

ドイツ

ベル ギー

台湾

イギ リス

スペ イン

香 港

件

件

件

件

件

件

件

件

8

6

5

3

2

1

1

1

 招 待 講演 は3件(う ち1件 は講演者が病気のため

キャ ンセル)で あ った。発表時間は、Topical Paper

が発 表40分 、 質疑5分(16件)、Short Paperが 発 表15

分 、 質疑5分(12件)で あ った。 しか し、Short Paper

はパ ラ レルセ ッシ ョンであ ったので、 どちらか一方

しか聴 けず参加者の間で は不評であ った。

 以下、2章 では招待講演、3章 では論文紹介、4

章では感想、5章 では付加情報を述べる。

2 招待講演

 今 回 はRobin Cooper(semantics)、Edward Johnson

(control languages),Manny Rayner(speech translation)

の3人 の 招 待 講 演 が 設 定 さ れ た 。

2‐1 Robin Cooper (University of Edinburgh)

"Making semantics useful for translation"

 機 械 翻訳 で現在盛ん に議論 されているテーマの一

つで ある意 味論 についての講演が予定 されていたが、

残念 なが ら病気のため にキ ャンセル された。

2‐2 Edward JOHNSON (Cambridge University)

"Control languages control languages:MT for

operational communication"

 制 限 言 語 の 重 要 性 に 関 し て 非 常 に ウ イ ッ トに 富 ん

だ 講 演 が 行 な わ れ た 。 言 語 が 行 動 を 制 御 す る 重 要 な

要 素 で あ る よ う な 情 報 伝 達 状 況(operationa1
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communications)に お い ては、伝 達 の成果 は、 メッ

セージを受 けた者が適切 な反応 を したか どうか とい

う結果 に明確 に表 れる。言語の曖昧性 や多義性 に基

づ くコ ミュニ ケーシ ョンの失敗 が多 くの例で語 られ

た。例 の多 くは単一言語使 用時の ものであ り機械 翻

訳 とは直接の関係 はなかったが、多言語使用状況 に

おける例(ユ ーロ トンネル、 ヨーロ ッパの警 察を結

ぶLinguaNet)も 挙 げ られた。

2‐3 Manny RAYNER (SRI Cambridge) "Speech

Translation and Text Translation: Similarities and

Differences."

 この 講演では音声翻訳分野の研究 に関す る興味深

く有用な概観 が行 なわれた。特 に興味深か ったの は、

音声 認識 部が テキス ト翻訳部お よび音声生成部 に接

続 されている 「パ イプライン」 方式が有効であ ると

の コメン トが な された ことであ る。 この方式の シス

テムは要素モ ジュールそれぞれの正解率の積 よ りも

優れた正解率 を出力す る傾 向がある との ことであっ

た。 それ は一つの要素モ ジュールに とって問題を引

き起 こす入力 はほ とん ど変わ らずに他 のモ ジュール

にとって も問題 を引 き起 こす か らである。従 って、

ほとんどのテキス ト翻訳が 、す ぐに手 に入る要素モ

ジュール を接 続するだけで音声翻訳 に変換 されうる

ことが理論的には可能 であるとのこ とで あった。 も

ちろん現 実には要素モ ジュールは処理速度お よび非

標準的な発話 に対 して問題 を もってい る。

"Translation using Minimal Rec
ursion Semantics"(Ann

COPESTAKE, Dan FLICKINGER,

Rob MALOUF, Susanne RIEHEMANN, Ivan SAG)

 こ の 論 文 はHPSGの 枠 組 内 でminimal recursion

semanticsを 変 換 部 と 生 成 部 に 用 い た 翻 訳 に 関 す る

も の で あ っ た 。 こ の 発 表 はVerbmobilプ ロ ジ ェ ク ト

に 関 す る 興 味 深 い 論 文 の 中 の 最 初 の も の で あ っ た 。

実 装 時 の 問 題 に 関 す る さ ら な る 議 論 が 欲 しか っ た 。

"Speech ‐Event Types in Automatic Dialogue

Interpreting"(Birte SCHMITZ, J. Joachim QUANTZ)

 Verbmobilプ ロ ジェ ク トに関す る もう一つ の発表

である。 この論文では、対話行為 を文 に割 り当 て、

翻訳 が対 話行 為に基づいて行 なえる音声翻訳 システ

ムの説明が行 なわれてる。非常 に限定 され た領域で

は良い結 果が得 られている。適用領域 を如何 に して

拡大 するのかについて さらに知 りたい。

"Bi ‐Lexical Rules for Multi‐Lexeme Translation in

Lexicalis[MT" (Arturo TRUJILLO)

 こ の 論 文 はshake‐and-bake方 式 に 基 づ き 動 的2

力 国 語 辞 書 を 用 い た 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の プ ロ ト タ イ

プ を 提 案 して い る 。 ル ー ル が 如 何 に し て 選 択 さ れ 、

い つ 適 用 さ れ る の か に 関 して 詳 細 に 知 り た か っ た 。

固 有 名 詞 に 関 す る 翻 訳(例 え ばJohnをJuanに す

る)が 例 の 中 に あ っ た が 、 こ れ は 少 し問 題 で あ る 。

3 論文の紹介

3‐1 MT and Computational Semantics

 (Topical Paper 5, Short Paper 4)

"ASign ‐Based Approach to[he Translation of Temporal

Expressions" (Frank VAN EYNDE)

 HPSGの 枠 組 に お い て 時 制 と 様 相 に 関 して 非 常 に

理 論 的 に 考 察 され た 論 文 で あ る 。

"Noun Phrase Ref
erence in Japanese‐to‐English

Machine Translation"(Francis BOND, Kentaro OGURA ,

Tsukasa KAWAOKA)

 Nlrrの 日英機械 翻訳 シス テムALT-」!Eに 関 す る

発表、4件 中の1件 であ る。 日英機械翻訳で、文書

の意味 を正 しく掴 むため には、名詞句 の指示性 を考

慮 する必 要があ る。本論文では、 日本語での表現 に

より名詞句の指示性 を総称 と指 示 と帰属 に分類する。

それによって、英語の生成 が より正確 に実現 きるこ

とを明確 に した(65→80%)。

"An
aphora Resolution in Machine Translation" (Ruslan

MITKOV, Sung‐Kwon CHO[, Randall SHARP)

 こ の 論 文 で は 代 名 詞 照 応 の 翻 訳 に 関 す る 議 論 お よ

びCAT 2プ ロ ジ ェ ク トの シ ス テ ム で 用 い ら れ て い

る 代 名 詞 照 応 の 認 定 に お け る ア ル ゴ リ ズ ム に つ い て

述 べ ら れ て い る 。

"lntrasenten[ial Resol
ution of Japanese Zero Pronouns in

aMachine Translation System using Semantic and

Pragmatic Constraints" (Hiromi NAKAIWA , Sa[oru
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IKEHARA)

 ALT-J/Eに ついての もう1件 。 日本語の省略格

要素(ゼ ロ代名詞)の 補完(照 応)要 素を決定する

手法を提案 した。特に本論文では照応要素が同 じ文

中に現れるゼロ代名詞(た とえば 「彼は学校へ行き

つつ本を読んだ」と言う表現では、動詞 「行 く」と

動詞 「読む」の主語が1つ の主語である 「彼」 を共

有 しているので片方の格要素が省略されている)の

照応要素を、接続語のタイプや用言意味属性、様相

表現のタイプ等の語用論的 ・意味論的制約 を用いて

決定する手法を提案 した。日英機械翻訳システムの

評価用対訳例文 を用いたウインドウテス トによると、

再現率98%、 適合率100%の 精度でゼロ代名詞が、

ルールの相互矛盾を起こさずに正 しく解析できるこ

とがわかった。

"Apologise Ontologiae" (Sergei NIRENBURG
, Vic[or

RASKIN, Boyan ONYSHKEVYCH)

 Ontology‐ 般 お よ びMikrokosmosプ ロ ジ ェ ク ト

で 用 い ら れ て い るOntologyに 関 す る 興 味 深 く 視 野

の 広 い 発 表 で あ っ た 。

"Domain Modeling for Machi
ne Translation" (J.

Joachim QUANTZ, Uwe KUESSNER, Manfred

GEHRKE)

 Verbmobilプ ロ ジ ェ ク トに 関 す る 論 文 で 、 記 述 論

理 シ ス テ ムFLEXを 用 い た ドメ イ ンモ デ リ ン グ を 曖

昧 性 解 消 に 用 い た こ と に 関 す る 動 機 が 述 べ ら れ て い

る 。

3‐2 MT and Controlled Language/Sublanguage

(Topical Paper 3,Short Paper O)

"Technological evaluation of a controlled language

application: precision, recall and convergence tests for

SECC" (GeeR ADRIAENS, Lieve MACKEN)

 SECCの 制 限 英 語 チ ェ ッ カ ー お よ び コ レ ク タ ー に

つ い て の2種 類 の テ ス ト方 法 が 議 論 さ れ て い る 。 テ

ス トは 両 方 と も現 在 の シ ス テ ム の 弱 点 を 明 確 化 す る

の に 役 立 っ て い る 。

Approach"(Guy DEVILLE, Emmanuel HERBIGNAU)

 ANTHEMプ ロ ジ ェ ク ト(Advanced Natural

Langugae Interface for Multilingual Text Generation in

Healthcare)で 実 装 さ れ て い るsublanguageの 詳 細 な

記 述 法 が 述 べ ら れ て い る 。

"Controlled English for Knowledge ‐Based MT

Experience with the KANT System"  (Teruko

MITAMURA, Eric H. NYBERG,3rd)

 knowledge‐based 械 翻 訳 システ ムで あ るKANT

シ ス テムの制 限英 語の設計お よび開発 に関す る非常

に興味深 い論文 である。 この システムは実際 に使用

されている大規模 システムの一つであ り、発 表では

多 くの実際上 の例 が挙 げ られていた。制 限言語 を厳

密 に使用す る と英語 フランス語 間の機械翻訳 で90%

の精 度が可能 である との ことである。

3‐3 MT and Spoken Language

 Topical Paperと して1件 、 Short Paperと して2件

が発表 された。今 回は この話題 は合計3件 と少 なめ

であ ったが 、招待講演 の中に も音声翻訳 があ り、注

目はされ てい たよ うな感 じであった。

"Using Context in Machine Translation of Spoken

Language" (Lori LEVIN, Oren GLICKMAN, Yan QU,

Carolyn P. ROSE, Donna GATES, Alon LAME, Alex

WAIBEL, Carol VAN ESS‐DYKEMA)

 対 話 の文脈 を使 って多言語(ス ペ イン語、 ドイッ

語、英語)音 声翻訳 システムにおけ る曖昧性の解消

や翻訳精度 の改善 をす る方法 について述べてい る。

これ は、談話推論 を含 む知識ベ ースのモデル と同 じ

統計的モ デルを利用 してい る。

'℃harレbased Incremental Transfer in Machine

Translation"(Jan W. AMTRUP)

 あ ら ゆる場面 の 自然 な発話 に対す る音声機械翻訳

システムは自然 な対話 になるように逐次的 にかつ同

時 に変換す る ように、チャー トパーザ を手直 しした

論文であ る。

"Natural Language Modeling in a Machine Translation  "Parsing Real Input in JANUS:Concept ‐Based Parsing

Prototype for Healthcare Applications:aSublanguage  For Speech Translation" (L.J. MAYFIELD, M.
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GAVALDA, Y-H. SEO, B. SUHM, W. WARD, A.

WAIBEL)

 発 話 された言葉は必 ず しも文法的 ではないので、

それ らを表記では なく概念 ベースで捉 えて目的言語

に変換す る方法についての論文 であ る。現在 は、限

られ た場面設定(an appointment scheduling task)で

実 験 している。

3‐4 MT and Empirical Approaches

 この トピックは新設 され ただ けあ って、MT and

Computational Semanticsに 次 いで講演数は多かった。

Topical Paperと して5件 、 Short Paperと して3件 が

発表 された。 ただ し、 コーパス を直接機械 が扱 うわ

けではないのに、 この話題の中 に入ってる もの もあ

るのには疑問 を感 じた。

"Learni
ng English Verb Selection Rules from Hand‐

made Rules and Translation Examples" (Yasuhiro

AKIBA, Megumi ISH11, Hussein ALMUALLIM, Shigeo

KANEDA)

 機 械 学習 によ り日英翻訳 のための英語動詞選択ル
ールを獲得する手 法を提案 した

。 この研究の特徴は、

人手作成の既 存知識 と収集 した翻訳事例 を併用 して

新 たにル ール を作成 す る点で あ る。Nlrrが 研 究 ・

開発 中の 日英 機械翻訳 システムALT-JIEの 英 語動

詞選択 ルールを本手法 によ り実験的 に学習 した。そ

の結 果、学習 され たルールは、実事例のみか ら学 習

されたルールや人手作成のルール よ り高い正解 率を

示 し、本提案の手法の有効性 を確 認で きた と報告 し

ている。

"A
pplying Statistical English Language Modeling To

Symbolic Machine Translation"(Ralf BROWN, Robert

FREDERKING)

 従 来 の 支 援 型 機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 完 全 自 動 化 す る

た め に 、 統 計 的 な 手 法(trigram)を 用 い て そ の 翻 訳

シ ス テ ム が 出 力 し た 複 数 の 結 果 か ら よ り正 し い の を

選 択 す る 方 法 に つ い て の 論 文 で あ る 。

"Coerced Markov Mod
els for Cross‐Lingual Lexical‐

Tag Relations"(Pascale FUNG, Dekai WU)

 統 計 的 な 手 法 を 用 い た 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 変 換 ル

一ルの ため に
、原言語 の単語 列 と目的言語の品詞列

の関係 をモ デル化す る普通 のhidden Markov Model

と は違 うCoerced Markov Mode1(CMM)を 提 案 し

てい る論文であ る。

"P
atterns of Derivation" (Oliver STREITER, Antje

SCHMIDT-WIGGER)

 派 生 語の情報 を辞書の 中に記述す るこ とで辞書 の

冗長性 をな くし、原言語 と目的言語の品詞が違 って

も容 易に変換 で きるパ ターンについての論文であ る。

"H
eterogeneous Computing for Example‐Based

Translation of Spoken Language" (Eiichiro SUMITA,

Hitoshi IIDA)

 音 声 言 語 翻 訳 は 実 時 間 で 高 い 精 度 が 必 要 で あ る 。

そ こ で 、Multip且e lnstruction Multiple Data (MIMD)

とSingle Instruction Multiple Data(SIMD)の 並 列 機

械 か ら な るHeterogeneous Computing P且a[formを 用 い

て 事 例 か ら ベ ス トマ ッ チ す る 部 分 を 探 し 出 す 事 例 ベ

ー ス 機 械 翻 訳 を 提 案 し て い る
。

"Machine Translation: an I
ntegration Approach"

(Kuang‐hua CHEN, Hsin‐Hsi CHEN)

 ル ー ルベー スの長所 と事例ベ ースの長所 を活か し

た統 合型機械 翻訳手法 を提案 してい る。具体的 には

原言語文 を途中 まで解析 し、そ こで得 られ る文の一

部分 を統計処 理 を用いて 目的言語単語 ごとに対応付

ける。

"Automatic Lea
rning of Knowledge for Example‐Based

Disambiguation of Attachment"(Naohiko URAMOTO)

 事 例 ベ ースの曖昧性 の精度 を最小 の人間の介在 で

改善す る方法 につ いての論文 である。繰返 し自動的

に事例か ら2つ の知識(交 換可能 な関係 と前の値 を

使 った単語間の依存関係)を 得 ることで、接続性の

曖昧性 を改善 してい る。

"AMethod for Autom
atically Adapting an MT system to

Different Domains" (Setsuo YAMADA , Hiromi

NAKAIWA, Kentaro OGURA, Satoru IKEHARA)

 実 用 的 は ル ー ル ベ ー ス 機 械 翻 訳 シ ス テ ム に お い て 、

翻 訳 対 象 分 野 で の 訳 文 品 質 を 自 動 的 に 向 上 させ る た

め に 、 翻 訳 対 象 分 野 の 事 例 を 用 い た 分 野 適 応 型 翻 訳

一16一



機構を提案 している。この手法を用いて、分野に応

じた辞書やルールを構築することによって、効率的

かつ効果的に翻訳対象分野の訳文品質を向上するこ

とができる。

3‐5 Miscellaneous

 Topical Paperと して2件 、 Short Paperと して3件

が発表 された。今 回はここに分類 されてはいるが 、

全 てが目新 らしい とは思 えない。

"Constituent Shifts in the Logos English ‐German

System" (Claudia GDANIEC, Patricia SCHMID)

 意 味 的 に は 同 一 で も構 造 的 に 違 う 英 語 と ド イ ツ語

の 文 を パ タ ー ン で 関 係 付 け る 方 法 に つ い て の 論 文 で

あ る 。 特 に こ れ ら パ タ ー ン の う ち3つ を 詳 し く解 析

し、Logos MT system上 で 英 語 か ら ド イ ツ 語 へ の 変

換 が ど の よ う に 実 現 さ れ た か に つ い て 述 べ て い る 。

"Shake ‐and‐bake MT and Morphology"(David

TURCATO)

 ア プ リケー シ ョン間で広 く再利用で き、文法が よ

り自由 に書 け る ように標準 的なShake‐and‐bakeシ

ス テムを拡張す る方法 につい ての論文で ある。特 に、

Shake‐and‐bake MT systemの もとでの文法 の完全 な

ポー タブル性 を制 限す る とい う主なボ トルネ ックの

うちの一つである文法 の形態 的な構 成要素に着 目し

ている。

"Spoken ‐Language Machine Translation in Limited

Domains:Can it be Achieved by Finite‐State Models?"

(J.M. VILAR, A. CASTELLANOS, J.M. AMENEZ, J.

A.SANCHEZ, E. V[DAL, J. ONCINA, H. RULOT)

 Subsequential transducersは 形 式 的 な モ デ ル で あ る

が 自 然 言 語 を 扱 う に は 単 純 す ぎ る 。 しか し 、 ドメ イ

ン を 限 れ ば 十 分 に 使 え る 。そ こ で 、有 名 なContinuous

Speech Recognitionの テ ク ニ ッ ク を 利 用 し て 、 ドメ

イ ン を 限 っ て 実 時 間 で 翻 訳 可 能 な 音 声 翻 訳 シ ス テ ム

に つ い て 述 べ て い る 。

"ACorpus ‐based Two‐Way Design for Parameterized

MT Systems:Rationale Architecture and Training

Issues" (Keh‐Yih SU, Jin‐Shin CHANG, Yu‐Ling

UNA HSU)

 多 くの実 用的 なMT systemは 解 析か ら生成 まで

一方 向なので
、原言語の文のパ ター ンに強 く影響 さ

れて しまう。これでは 目的言語圏の人 にとっては不

自然 である。そ こで この論文では、 目的言語 と原言

語 の両 方か ら必 要な変換 ルールや知識 を獲得する方

法 を提案 してい る。

"Grammarless Extraction of Phrasal Translation

Examples from Parallel Texts"(Dekai WU)

 言 語 の組 に対 する確 率的な変換 語のみ を用いて、

対応 の とれたパ ラレル コーパスにおいて文 の部 分的

な変換例 を決め る方法 につい述べている。ただ し、

これは以前 に筆者が提案 した方法では な く、言語 に

依存 しない構造マ ッチ ングを自由 なレベルで取れ る

ように変 えて提案 してい る。同時 に二つの言語 を解

析 して、文節の対応 をとるのが非常 に興味深い。 日

本語の ような語順 の自由な言語で も同 じようにで き

るかは試 してみ たい と思 った。

4 感想

 機 械 翻訳 の国際会議 であるので 、従来か らの 自然

言語の解析系 の発表が多かった。 また、上記発表件

数 を見 て もわか る通 り、 コーパスを用 いた話題 も目

立 って きた。 自然言語処理のためのコーパスか ら知

識獲得 に関する発表が、数件な され、ほ とん どの発

表 は巨大 な コーパ スの存在 を仮定 していた。それ ら

の発 表 に対 す るコメン トと して、 「現 実に巨大 な コ

ーパスが入手出 来ないの だか ら、巨大 な コーパ スの

存在 を仮定 した研究 を しても、意味が ないのではな

いか?本 当 に解 くべ き課題 は、よ り多 くの コーパ ス

をどうや って入手す るかだ。」との発言があ った。そ

の意味で は、よ り少 ない事例でルールの学習 を実現

しようと している秋葉 らの研究 は注 目すべ きで あろ

う。

 一般的な自然言語処理の大会(COLING等)よ

り議論が白熱し、かな り専門的な話 も出来るので、

このような会議に参加することは大変有意義である

と感 じた。機械翻訳の会議には本当に様々な国(世

界中)と キャリア(計 算機屋から翻訳家まで)の 人々

が集まるので、多くの研究者と議論をすることがで
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きた。その議論中で感 じたことは、研究に対する意

識が、我々のような企業の研究所とは規模の点で大

きく違うことを認識 した。特にヨーロッパでは個人

又は小規模なチームによる研究が多いようだ。

 今 回 の会議 には適切 な領域 に渡 った論文が集 まっ

た。欧州 におけるVerbMobilプ ロ ジェク トか らは5

件 の発表 が あ った。 シス テム はHPSGに 基 づ い て

い る。未だ限定 された研究 プロ トタイプで はあるが、

厳密で整備 の進んだ言語学理論 を実際 に実装す る試

み は、研 究 を活気 づかせ る変化 である。 また多 くの

理 論 的 論 文 に加 えて 、例 え ばKANTシ ス テ ム や

LOGOSシ ス テム とい った大規模 に実装 された シス

テムに関する論文 も何編 かあ った。VerbMobilに 次

いでNTTか らの発 表が多 く、意 味論、語用論 か ら

機械 学習 までの領域 に渡 ってALT-」1Eシ ス テム に

関す る4編 の論文が発 表 された。

5 付加情報

またMTサ ミッ トVIは 米 国サ ンデ ィエ ゴで1997年

に開催 される予定であ る(詳 細 の 日程 は未定)。

 今回のTM195に 関 して、予稿集、参加者名簿、

プログラム委員会および会議開催委員会メンバなど

を含むより詳細な情報は下記の問合先に照会するか、

あるいはオンラインデータで入手することができる。

<http:〃www.ccl.kuleuven.ac.be 1-bruno lTMI95/

announcement.html>

TMI95secretariat

Centre for Computational Linguistics

Katholieke Universiteit Leuven

Maria‐'Theresiastraat21

B-3000Leuven, Belgium

Phone:  十32-16-32. 50. 88

Fax:   十32-16-32. 50. 98

E‐mail:tmi95@ccl.kuleuven.ac.be

次 回のTMI97は 米 国ニ ュー メキ シ コ州 立大 学 で、

新薫麟 導の紹糠 (AAMT会 員 の出版物)

書 名:「 プ ログラミングの壷 」

    (第1部 ソ フ トウェア設計編)

原 著:Programming on purpose

著 者:P.J.Plauger

訳 者:安 藤 進

監訳者:石 田晴久(東 京大学)

定 価:2,700円

出版社:共 立出版

 Cコ ンパイラの開発者、ソフ ト会社の経営者、C言

語標準化委員会委員長など多彩な経歴の持 ち主が、新

たな切 り口でプログラ ミングの設計手法について書い

たエ ッセイ集。著者独 自の人間観察 に基づ くテーゼが

面白い。「人間編」「技術編」 と続 く3部 作の一冊 目。

 原 著のタイトルは 「目的意識 を持 ってプログラ ミン

グする」であるが、ちょうど、アラジンの不思議 なラ

ンプの ように、素晴 らしいアイデ ィアがた くさん詰 ま

っている壷にちなんで邦訳 を決 めた。第2部 は今年12

月の予定。

書 名:「 翻訳学」

著 者:板 垣新平

   (全国職業翻訳者協議会会長 ・日本翻訳連盟

    名誉理事長)

定 価:2,987円(消 費税込み) 送料:310円

発行所:信 山社出版(株)

    〒113 東京都文京区本郷m2-9-102

    電話 03-3818-1019

発売所:全 国職業翻訳者協議会

    〒175 東京都板橋区徳丸6-m1

    電話 03-3933-2942

    郵便振替口座:00140-6-659671

翻訳学習の目標ラインと審査基準とは?

翻訳力量5つ の公理とは?(初 心者のために)

ドライデンの翻訳理論とは?(プ ロのために)

翻訳実技の研究のポイン トは?

翻訳の限界等、話のテーマを豊富に満載。
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1輿際套1該蓑

第2回 自然b語 処理 シンポジウム参加報告

通信総合研究所関西先端研究センター 井佐原均

1.は じめ に

 平 成7年8月2日 か ら4日 ま で 、 タ イ の 首 都 バ ン

コ ク に あ るThe Central Plaza Hotelで 国 立 電 子 ・コ

ン ピ ュ ー タ 技 術 セ ン タ ー(The National Electronics

and Computer Technology Center(NECTEC)とC&C

教 育 基 金(Computerand Communication Education

Foundation)の 援 助 の 下 、 カ セ サ ー ト大 学(Kasetsart

University)に よ り、 第2回 自 然 言 語 処 理 シ ン ポ ジ

ウ ム(The 2 ndSymposium on Natura且Language Process

ing(SNLP'95)が 開 催 さ れ た 。 こ の 会 議 の 第1回

は2年 前 に 同 じ くバ ン コ ク で 、 チ ュ ラ ロ ン コ ン大 学

(Chulalongkom University)に よ り 開 催 さ れ て い る 。

ま た 、 本 会 議 は プ ミ ポ ン 国 王 在 位50周 年 と タ イIT

イ ヤ ー の 記 念 と し て 行 な わ れ て い る 。 本 会 議 の 開 催

を 報 ず る 新 聞 記 事 を 図1に 示 す 。

(2)"Tools for Information Access

  and Analysis:Some Issues for Consideration in

  Natural Language Processing", Nick CERCONE,

  University ofRegina, Canada

(3)"A New Technology of GLR Parsing and its

  Applications to Speech and Natural Language

  Processing", Hozumi TANAKA, Tokyo Institute of

  Technology, Japan

(4)"Models for Incremental Interpretation of Natural

  Language", Yasuyoshi INAGAKI, Nagoya

  University, Japan

(5)"Overview of the Intelligent Processing Section of

  the Communications Research Laborarorジ, Hiroshi

  (SAHARA, Communications Research Laboratory,

  Japan

6 Generating Determiners and Number in Japanese‐

2.シ ンポ ジウムの概要

 本シンポジウムは初 日の午前の基

調講演に始まり、9件 の招待講演 と、

プログラムによれば40件 の一般講演

が予定されていた。実際にはいくつ

かの発表が取 り消されていた。

招待講演者(敬 称略)と 、その タ

イ トルは以下の通 りである。

   rrl  Information  Extraction  and

  Generation on Information

  Highway", Hirosato NOMURA,

  Kyushu Institute of Technology,

  Japan

図1 開催 を報ず る新聞記事

     (Bangkok Post, Aug.2,1995)

NECTEC, Kasetsart

stage symposium today
KASETSART University will
cooperate with National Elec-
tropics and Computer Centre
(NECTEC)and. the Computer
and Communications Founda-
tion to hold"The Second Sym-
posium on Natural LanguageP
rocessing"(SNLP'95)from
today until Friday from 8 a.m.
to 5 p.m. at Vipavadi Ballroom
Aof the Central Plaza Hotel.
 SNLP'95 will promote Natu-
ral  Language  Processing,
which is$part of the transfer
of technology and technology
development.
 Deputy Prime Minister Dr
Amnuay Virawan will preside
over the opening ceremony.
 The highlights will be pre-
sentations such as"lnforma-
tion Extraction and Genera-
tion on Information Highway"
by Prof Dr Hirosato Nomura,"Tools for Information Access

and analysis:Some issues for

Consideration in Natural Lan-

guage Processing"by Prof Dr

Nick Cercone.

 ,Other presentations include"M
odels for Incremental Inter-

pretation of Natural Lan-

guage"by Prof Dr Yasuyoshi

Inagaki,"Overview of the In-

telligent Processing Section of

the Communications Research

Laboratorジby Dr Hitoshi Isa・

hara,"Generating Determin-

ers and Number in Japanese-

to-English     Machine

Translation."

 The registration fee is 1,800

baht for general people and

500baht for students.

 For more information con-

tact the computer centre at

561-1463,561-1469and 579-5539

0r fax:561-1900 and 579-85590r

E-mail to nok@nontri.ku.ac.th
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 to‐English Machine Translation", Francis BOND,

 NTT, Japan

(7)"Digital Edition of Buddhist Scripture on CD‐

 ROM", Supachai TANGWONGSAN, Thailand

(8)"Interne[ for Thai Language" Thaweesak

 KAWANANTRAKUL, Thailand

(9)"Conceptual Structure", Vilas VUWONGSE, AIT,

 Thai且and

Checkerは 文 法 的 あ る い は 意 味 的 な 誤 り を 、 Style

Checkerはacceptabi】ityの 度 合 を 指 摘 す る 。 Lexibase

はLexicon Ma[rixと 呼 ば れ る デ ー タ 構 造 を 持 つ 。 こ

れ は 、syntactic feature, semantic feature, syntactic-

semantic relationに よ っ て 表 現 さ れ て い る 。 syntactic

semantic relationは 、 さ ら にsyntagmatic relationと

semantic relationに 分 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 、 Usage

Checker,Style Checkerに よ っ て 用 い ら れ る 。

 一般講演は以下のセッションに分かれて行なわれ

た。末尾の数字は各セッションに登録 されていた発

表件数である。

(1)Computational Linguistics&Parsing

(2)Character Recognition

(3)Machine Translation

(4)Lexicon and Dictionary

(5) Speech and Phonology Processing

(6)そ の 他

8

5

6

11

8

2

"English to Thai Word Retrieval Using Sound Index"

Siriporn ONGROONGRUANG et al.

 音 韻 が本 質的な意味を持 つ人名 等の名称 の翻訳は

困難な課題 の一つである。ここでは、デー タベース

での個 人デー タの検索 を対 象に人名の英語表記 とタ

イ語表記 との変換 を試みる。実際には両言語間の対

応 パ ター ンを多数用意 し、組 合せのパ ター ンか ら可

能なパ ター ンを決定 し、変換 する。

4.お わ りに

3.一 般 講 演

 一般 講演 は内容 ・分野 ともに様 々であ ったが、 こ

こでは タイ国内 か らの発表 をい くつか示す。一般講

演の詳細 については論文集 を参照 され たい。

"Handling nトformed input by extended GLR Parser"
,

Prakasit KAYASIT et al.

 最 近 注 目 されているGLRパ ー ザ を拡 張す る こと

によ り誤 り検 出を行 な う。誤 り位置の決定のため に

逆 向 きのパ ー ジングを組み 合わせ るGLR-IGLR法

と、 まだ まとめ られてい ない要素 を順次バ ック トラ

ック してい くGSS Backtracking法 を提案す る。 これ

らは共 に、解析不 能に落 ちい った点以外 に存在す る

誤 りも検 出で きるが、能力的 には後者の方が優位で

あ る。 また、誤 り頻度の データか らの文法改良法 に

ついて も述べ る。

"ALe
xibase Model for Writing Production Assistant

System", Asanee KAWTRAKUL e[al.

 タ イ 語 の 作 文 支 援 シ ス テ ム を 提 案 す る 。 統 計 モ デ

ル に 基 づ くSpelling Checkerと 、 Lexibase Mode1を

用 い るUsage Checker, Style Checkerか ら な る 。Usage

 次 回 の会議 は2年 後 に、 タイ国南部のハ ジャイ市

にある ソンクラ大学(Prince of Songkhla University)

あ る いはバ ンコクに あるNECTECの 言 語学 ・知識

科 学研 究 室(Linguistics and Knowledge Science

Laboratory, LINKS)の い ずれかの主催で開催 され る。

 会 議終 了後 、筆 者 らはLINKSを 訪 問 し、 タ イ国

におけ る自然言語処理研 究の現状 について情報交換

を行 な った。 タイ語Windows上 で 検索 で きる タイ

語 ・英語間のCD-ROM化 された辞書 や、同 じくCD

-ROM化 された英語 試験用 の チ ュー トリアル シ ス

テム等の応用 シス テムや、 コーパス作成 について、

デモ を交 えての説明 を受けた。

 タ イ国では 自然言語処理研 究 に力 を入れてお り、

今後の急速 な進展が期待 され る。今後、新 しい研究

協力の枠組の中で、密接 な共同研 究 を目指 してい く

ことが望 ま しい との感想 を持 った。

参 考 文 献

Proceedings SNLP'95‐The 2 nd Symposium on

Natural Language Processing
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事務局蕉撫凄

新任のご挨拶

AAMT 事務局長 田 中  孝

 この度、星野禎男前事務局長の後任 として、アジ

ア太平洋機械翻訳協会の事務局を担当させて頂くこ

とになりました。

 ご承知の通 り当協会は、1991年4月 に 「日本機械

翻訳協会」として設立され、1992年 に 「アジア太平

洋機械翻訳協会」と改称されて今日に至っておりま

す。 したがいまして本年は発足から数えて5年 目に

なります。この間機械翻訳の発展のためにいろいろ

な活動が行われ、一応の成果が得られました。これ

も偏に会員の皆様方の暖かいご支援、ご尽力の賜物

と思います。これからは、これらの成果を基礎にし

て、さらに一段高いレベルを目指 して、より一層強

力に活動 しなければならない時であると思います。

今後 も引き続き会員の皆様方の絶大なるご支援、ご

協力をお願い申しあげます。また、 しばらくは何か

と不備、不行き届きの点があろうかと思いますが、

悪 しからずご容赦頂き、ご指導、ご鞭燵の程お願い

致 します。

 さて今日、世界は急速にグローバル化が進んでい

ます。国や企業は言うにおよばず、個人のレベルに

おいても他国、他民族との接触なしでの生活は考え

られなくなっています。都会はもとより地方の市町

村においても外国人を見かけるのは珍 しくありませ

んし、一方毎年1000万 人以上の日本人が海外へ出か

けています。 しか もその数は年々増加 しています。

人のみならず物資や文化の交流 も増大 していること

はご承知の通 りであ ります。

 異国の人や文化に接するときの大きな障壁の一つ

が言語であ ります。身振 り、手振 り、表情など非言

語的手段での意志疎通もあ りますが、言語によるの

とは比べものになりません。外国人と自由に話せた

ら、あるいは外国の書物 をすらすらと読めたら、と

いう思いは誰にでもあ り、異国との接触が増えれば

増えるほど、またその必要性が身近になるほど、切

実なものになってきます。

 今日英語をは じめ外国語を使える人は増えていま

す。英語は今や国際語の観があ り、英語を使 うこと

によって言語活動の範囲が著 しく拡大することは事

実です。しかし、英語を使 えない人はまだまだ多い

し、英語で理解できる文化も限られています。永い

人類の歴史の中で文化、文明は言語 と密接に結びつ

いて発達 したものであ り、いずれの言語 も無視する

ことはで きないと思います。現在世界には数千の言

葉があるといはれています。使用する人数、関連す

る文化の大きさや高さなどからみて言語間に差のあ

ることは否め ませんが、どれ一つとして不用な言葉

はないと思います。

 多数の言語間の媒体、橋渡 しが翻訳者であり通訳

者であり、異文化、異国人との接触において大 きな

役割を持つことは言うまでもありません。 しかし、

いつで も翻訳者や通訳者を持てるとは限 りません。

また翻訳者や通訳者抜 きで直接異国人、異文化に接

したいという欲望 も当然生 じます。 したがって、英

語をはじめ外国語を使える人は増えてお ります し、

必要性の増大 とともに習得意欲 も非常に高まってい

ます。 しか し個人の能力にもよりますが、せいぜい

数か国語の習得が限度で、2桁 の言葉を操れる人は

極めて稀です。

 そこで、自分専属の通訳者や翻訳者のような翻訳

機械を欲 しい という欲望が生 じ、外国語理解の必要

性の増加 とあいまって翻訳機械への期待が高まって

きます。少々長 くなりましたが、要するに機械翻訳の

ニーズは今 日極めて高く、また益々高まっていると

言えます。究極的には地球上のすべての人が、母国

語と数千の外国語 との翻訳機械を持つようになるの

ではないで しょうか。実に膨大な市場があ ります。

 一方技術の面では、半導体の発達にともなってコ

ンピュータが急速に進歩する中で、その応用の一つ

として機械翻訳の開発に大 きな期待が寄せられてき

ました。私は学生時代から企業入社後数年にかけて、

語学習得の困難に喘 ぎながら、機械翻訳が早 く実用

化されないかと大 きな期待を寄せていたことをいま

でもおぼえております。その後、多 くの優秀な研究

者の努力によって実用の域に達 しました。 しか し、
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まだまだ多 くの問題を抱えてお り、満足な翻訳 レベ

ルとは言えません。今日の機械翻訳は初歩的レベル

であるといっても異議は出ないと思います。単純な

文、簡単な内容であれば訳せますが、少 し複雑にな

ると前編集や後編集で人間が手助けしなければなり

ません。しか し、科学技術は日進月歩です。機械翻

訳に関する直接の研究はもとより周辺の研究成果 も

生かされ、徐徐にでしょうが、翻訳 レベルは向上す

ることで しょう。人間の最 も高度な知能活動の一つ

である言語活動が、そう簡単に人工的に行えるよう

になるとは思えません。研究され解決 されねばなら

ない課題は山ほどあるでしょう。これらを一つずっ

確実に潰 していかなければなりません。

 では将来機械翻訳のレベルはどこまで高まるので

しょうか。永遠に人間のレベルには到達出来ないの

でしょうか、人間の レベルを超えて進歩するのでし

ょうか、遠い先のことですが興味が涌きます。私た

ちの言語生活をみたとき、日本人同志で話ていると

きでも意味の取 り違えや誤解は珍 しくありません。

同じ言葉で も地域で微妙に意味が違ったり、人によ

って定義が異なったりします。実生活での言語は割

合いいかげんなもので、それでも問題はないし、も

し重要なことなら問い正すのでしょう。言語、文化、

習慣などの異なる場合、正確に伝わるのがむしろ不

思議な気 もします。

 一方、今 日の人工頭脳は正確なことが得意です。

人間の曖昧 さに合わせる研究は大変重要なことです

が、逆に機械に合った厳密な言語にしてい くことも

考えられると思います。そうなれば、レベルの高い

機械翻訳ができます。機械が、人工頭脳が、人間の

言語 レベルを引 き上げて くれる、或は今日の人間の

レベルを超えられる、と考えた方が夢が大きく楽し

いのではないでしょうか。言語生活が少々味気なく

なるかもしれませんが。研究開発の前途は洋々たる

ものです。急速な進展は望めませんが、着実なレベ

ル向上は十分期待できます。 じっ くりと取 り組んで

頂 きたいと思います。

 以上述べ ましたように、機械翻訳に対する期待あ

るいは潜在需要は極めて大きいが、技術のレベルが

ユーザの要望を十分に満足させるところまで達して

いないため、思 うように普及 しないというのが現状

です。理想的なものはなかなかできません。後何年

かかるかわかりません。出来ないかもしれません。

人間の脳を人工的に作るのと同じだからです。 しか

し、今のレベルでも使えるところがあります。 また

大抵の場合、前編集や後編集のような手助けをすれ

ば、立派に役立ちます。未熟な人、幼い人を使 うの

と同じです。使い方がよければ立派に役立 ちます。

使い方の工夫や研究 も種々なされており、この面か

らも翻訳機械の価値は高 まっていくでしょう。

 使い勝手や価格 も機械翻訳の普及に関係する大き

なファクタであることは言うまでもあ りません。こ

れまでハー ド、ソフ トの開発に携 わってこられた

方々は当然 これらを十分認識 してこられたと思いま

す。それでもユーザの要望を満足させることができ

ず、苦 しい状況 にあると思いますが、まだまだ課題

があることは事実ですから、今一層のこ奮闘を期待

する次第です。

 この協会の特徴は、機械翻訳の研究者、開発者、

製造者および利用者が会員であるということです。

研究者の集 まりである学会、利用者だけの団体など

は他にもありますが、機械翻訳のすべての関係者で

構成されている団体は当協会だけです。これがこの

協会の強みです。それぞれの抱えている問題点を他

に送 り改善の糧として頂 く、また他からの情報を素

直に受け入れレベルアップの方策を探る等等、互い

に連絡をとり合い情報を流すことによって機械翻訳

の進歩に貢献できます。事務局としては、これら会

員相互の関係が更に密になり、より緊密な協力態勢

ができるよう努めていきたいと考えてお ります。

 会長は じめ諸先輩の会員の方々からみると、大変

口幅ったいことを述べたことと思います。そんなこ

とはよく分かっているよとか、そんなことはないよ

とか言われるところが多々あると思います。多分も

う少 し月日が経って私自身が読み返 してみた時、よ

くこんなことを書けたと赤面することになるのかも

しれません。 しか し、時が経つと書きにくくな りそ

うですので、あえてまだ何も分からない今書かせて

頂 きました。

 初代事務局長の沖田恵氏は、事務局の基礎を作ら

れました。2代 目の星野禎男氏は事務局を整備 し育

て上げられました。これからは、これらの業績 を基

に、より一層会員の皆様の活動に役立つ、それにと

もなって機械翻訳の進歩に貢献出来る事務局にして

いきたいと考えてお ります。どうぞよろしくお願い

申しあげます。
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禦務局捲灘 美

新事務所のご紹介

 すでに前号 でお知 らせ しましたとお り、AAMT

事務局は去る6月 末に下記へ移転 しました。

所在地:〒105 東 京 都港区芝公園3-5-12

       芝 公 園真 田 ビル3階

電  言舌: (03) 5473-7135

FAX: (03)5473-0569

E‐mail:KYNO2317@niftyserve.or.jp(ニ フティー)

交通 の便:営 団地下鉄神谷 町駅 より徒歩7分

     都 営 三田線御成 門駅 より徒 歩11分

     都 営 浅草線大 門駅 よ り徒歩16分

     都 バ ス東京 タワー前 より徒 歩4分

 港区は 「情報村」 とも

呼ばれ、コンピュータや

情報関連の団体が数多く

存在します。特に当協会

の新事務所に近接する機

械振興会館には、電子工

業振興協会(電 子協)や

電子情報通信学会など関

連団体や学会が多数集 ま

っています。新 しいロケ

ーションは、これら団体

と密接な連帯を保つ絶好

の地です。また、このエ

リアを訪れるチャンスが

多い会員の皆様方にも便

利 と思われます。会議な

どで近 くに来られた折 り

には、ぜひお気軽にお立

ち寄 り下さい。

 事務局は、東京タワー

あるいはその向かいの機

械振興会館から、飯倉交

差点方向へ進み、右手三

叉路の角の5階 建ビルの

3階 にあ り、同 じビル1階 の真 田薬局 、 も しくは、

隣接 する ロシア レス トラン「ヴォルガ(VOLGA)」 が

目印です 。

 あ いに く、旧来 に比べて事務所の面積 は狭 くなっ

た ものの、隣 りに電子協の立派 な会議室があ り、 ご

厚意 に より空いてい るときは 自由に使用 で きます。

この事務所 が会員の皆様 の交流の場 としてお役に立

つよ う願 ってお ります。
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萎員饗鵡漢嚇

技術委員会 リニューアル

技 術動 向調 査 委 員 会 村 木 一 至(NEC、 情 報 メデ ィア研 究所k‐muraki@hum.cl.nec.co.jp)

 本 協 会発足当時は、機械 翻訳 と自動翻訳、HAMT

(Human Assisted Macine Translation)とMAHT

(Machine Assisted Human translation)と い った形而

上学的 システム分類議論が続いていた ように思いま

す。のんび り議論 を続けてい られたのは、機 械翻訳

が未 だマ ーケ ッ トで市民権 を持 たず、世の中で厳 し

い審判 に曝 されず にすんでいたか らです。機 械翻訳

に関す る情報 な らば、上記の類の議 論で も十分な情

報発信 としてなんとな く通用 した時代であった と思

われ ます。

 こ の二 ～三 年 程 の コ ンピ ュ ー タ業 界 に お け る

Open、 Downsizingとlntemetworkingへ の 動 きは、

当協会の環境 をす さま じく変化 させ ま した。機械 翻

訳 にまつわる情勢の変化 はまさに顕著です。パ ソコ

ン(ソ フ ト)シ ョップへ足 を踏み入れればその変化

は一 目瞭然 。 ビジネスソフ トフロ アにはPC翻 訳 ソ

フ トが、一棚 を占有 してい ます。或 ソフ トシ ョップ

の店頭では ワープロや、 オフ ィス ・ス イー トと並ぶ

売れ筋 ビジネス ソフ トは、廉価 なPC翻 訳 ソフ トだ

そ うです。協 会設立時 に、機械翻訳 をマー ケッ トに

周知 させ、 また在 るが ままに評価 していただけ るよ

うに働 き掛 ける とい う目的があ りま したが、その半

分 はすでに達成 されつつ あ ります。

 今般、技術委員会が リニューアルされ、時にあっ

た委員会活動を期待 されています。これからは、先

の目標後半部である、マーケットの審判(評 価)を

協会の活動計画 と情報発信活動策定に取 り入れる仕

組みと活動が必要なのではないかと考えています。

これまで、闇雲に情報発信することが宿命づけられ

ていました。この片道のコミュニケーションによっ

て開かれたマーケットでの評価をベンダや会員に伝

える 「戻 り」のコミュニケーションパスの仲立ちを

協会がどれだけ支援できるかがこれからの課題であ

ろうと考えます。このフィー ドバックループが、機

械翻訳協会の拡大発展のプロセスそのものとなるは

ずです。

 具体的には、会員や機翻訳利用者が声を交換する

場の提供や、昨年度好評だったPC翻 訳ソフ ト講習

会などで、ベンダや会員が利用者とコミュニケーシ

ョンする場の提供など、当技術委員会が設計 を担当

すべ きことが多いと考えています。もちろん、これ

まで通 り、AAMTジ ャーナルを通 した情報発信 も

大いに行っていきたいと思います。

 本委員会の活動へのご理解 ・ご支援 をよろしくお

願い致 します。

議糞活勤麹薪
総 会 6月20日

理 事 会 5月23日

運営委員会

7月15日

4月20日

5月16日

8月30日

9月27日

編集委員会 9月4日

例文評価研究会  9月26日

機械翻訳セ ミナー 6月20日

94年度事業報告および決算報告、95年度事業計画および予算案、事務所の移転、役

員の交替

94年度事業報告案、94年度収支決算、委員会の設置および組織の改定、事務所の移

転、通常総会議案の確認

(書面審査)事 務局長の交替

研究会報告、協賛名義使用承認(TCシ ンポジウム)、渡辺理事の辞任、当面の日程

確認、94年度事業報告案、94年度決算報告案、監査実施報告、事務所移転案

会員動向、AAMTジ ャーナル英文版の取 り扱い、事務所移転、研究調査委員会活

動の組織、機械翻訳セ ミナーの準備状況

事務局長の交替、協賛名義使用承認(世 界翻訳の日記念シンポジウム)、IAMTの 総

会および理事会報告、MTサ ミットおよびTMI報 告、委員会および研究会の運営

委員会および研究会の報告、LISA, MTサ ミッ トVIお よびVII,セ ミナー結果報告、

講習会の準備、自然言語処理技術に関する講演会(JEIDA)等

編集委員会の方針、AAMTジ ャーナルNo12の 企画、委員の増員

   今年度の活動について討議

   講演2件 、研究報告2件 、パネルデイスカッション
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委員鎌 鑛 け

市場動向調査委員会の発足について

市場動向調査委員会 慶応義塾大学教授 石崎 俊

 当協会は発足以来5年 目を迎えて、今年度後半か

ら新たに 「市場動向調査委員会」を発足 させること

になりました。従来から活動 していた需要予測研究

会を統合 して委員会の活動範囲を広げることによっ

て、機械翻訳システムをめ ぐる環境の変化を的確に

調査 ・把握 して、コンピュータ機器の進歩、ネット

ワーク技術の普及、海外市場動向などに対応 して、

機械翻訳システム技術の発展 ・普及と関連産業の育

成を目指 しています。

 当協会の運営委員会などで検討 した結果、下記の

ような調査項目が本委員会の活動内容の候補として

提案されています。

・機械翻訳システムの普及、利用動向実態調査と

分析

・翻訳 リテラシーの構築

・分野別翻訳環境 とその動向調査

・ユーザ利用技術向上講習会の開催

・利用分野拡大調査(学 校、旅行など)
・海外技術関連団体との連携を強化 し、海外市場

動向調査、情報交換を進める

・その他

 この委員会には、機械翻訳システムの主なメーカ

とユーザが参加 し、10名 前後の委員で構成する予定

です。新 しい委員会で主な活動内容などを検討 し、

各委員の積極的な参加によって上記の各種のテーマ

を調査 し、今後の機械翻訳システムの発展 と普及の

ために努力 して行 きたいと思います。

 自然言語処理に関しては、10年 以上前か ら(社)

電子工業振興協会の専門委員会でコンピュータメー

カを中心 として調査研究 ・普及活動をしています。

この電子協では、当初は自然言語処理の中で も機械

翻訳システムに焦点を当てた活動 をしていました。

現 在 も続 いて い る機 械 翻 訳 の 国 際 会 議MT一

SUMMITは こ の活動 が主体 とな って始 まっ た もの

です。

 その後、本協会が機械翻訳に関する団体として設

立され、 さまざまな活動が活発化される中で、電子

協の自然言語処理に関する委員会では、調査対象を

従来の機械翻訳か らテキス ト処理、対話処理、マル

チモーダル情報処理へ と重心を移 して来てい ます。

 本委員会では、そのような自然言語処理技術の展

開を踏まえて、インターネットなどのネットワーク

技術やマルチメデ ィア技術の進歩と普及を念頭に置

きながら、機械翻訳システムの市場動向を調査研究

して行 きたいと思います。

 東アジア諸国と共同で機械翻訳システムを開発す

るプロジェク トが本年終了 しました。中国、タイ、

マレーシア、インドネシアと日本が協力 して中間言

語方式の機械翻訳 システムを構築したものです。こ

のプロジェク トの成果を利用する計画がいろいろあ

るそうです。8年 間のプロジェクトの実施によって

参加各国の自然言語処理研究が進み、大学を中心に

して多数の研究者が育成 されています。

 さまざまな分野、テーマで国際的な研究協力が進

んでいる中で、機械翻訳はこれからも魅力的な研究

テーマの一つで しょう。

 また、教育関連のソフ トウエアの開発 も盛んにな

って来ています。自然言語に関する教育システムの

開発ニーズが多 く、有望なマーケットで しょう。機

械翻訳 システムがCAIの 一環 として役立つには、

どのような側面を強化する必要があるかについて、

市場を十分に調査するべきだと思われます。

 厳 しい経済環境の中では慎重な議論が必要ですが、

21世 紀に向けて機械翻訳システムに関する大きな可

能性を探 るために、新 しい委員会で鋭意調査を進め

て行 きたいと思います。
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鞍雛早浅随鱗

機械翻訳の利用法
坂本  仁    介弘 達哉    村田 稔樹

沖電気工業株式会社 研究開発本部 関西総合研究所

1.は じめ に

 機械翻訳の利用方法を考える上では、翻訳の目的

が非常に大事な事柄になります。いくら良い利用法

や便利な利用法であっても、目的が異なっている場

合には全然参考にならないということも十分に考え

られます。ですから、目的をはっきり定めて、その

目的に適っているかどうかで利用法を考える必要が

あります。

 また、機械翻訳は人間の行なう翻訳 とは、方法の

面だけでなく、対象も目的も異なっているというこ

とも大事な事柄です。例 えば、外国語の文献を自分

で読んでいる時に、 「自分は今翻訳 している」 とは

考えないで しょうし、辞書で単語の訳語を調べた時

に、 「自分はこの単語を翻訳 したんだ」 とは考えな

いでしょう。 しか し、機械翻訳にとっては全 く同じ

ことです。ここで、 「翻訳」 という場合は、広 く考

えて、ある言語表現を別の言語に変換する操作をい

います。

2.機 械 翻訳の 目的

機械翻訳の利用目的には、様々な事柄が考えられ

ますが、大きく分けて以下の2つ だろうと思います。

(1)顧 客などの他の人に読んでもらうために、翻

訳文を生成する。

(2)自 分や身内の人間が読むために、翻訳文を生

成する。

 (1)は 従来、人間が行なってきた翻訳のことで

あ り、かなりの労力または費用を注 ぎ込んで行なっ

ています。以前は、機械翻訳に対 して少 し高価なシ

ステムになっても、高品質な翻訳結果が求められて

いましたが、それは、この目的を考えてのことです。

しか し、い くら高価なシステムで も熟練 した人間の

ように翻訳する訳にはいかないことはご存 じで しょ

う。

 (2)は 、以前は㏄Rを 組み合わせるなどして、

翻訳システムへの入力の労力をいかに少なくするか

が問題で したが、㏄Rの 精度にも限界があ り、普

通にコピー した資料では100%に 近い精度が出ない

という問題がありました。ですから、紙の資料や本

が相手ではコピーする手軽 さで機械翻訳 を使 うとい

う訳にはいきませんで した。

3.利 用環境の変化

 しか し最近で は、コ ンピュー タの記憶 リソースの

コス トダウン とコ ンピュー タネ ッ トワー クの個 人 レ

ベ ルへの普及 とい う、利用環境 の大 きな変化 が見 ら

れます。

 例 えば、第一回 のMTサ ミッ トが開催 された1987

年 に は、 ワークステーシ ョン用 のハ ー ドデ イス ク装

置 は100メ ガバ イ トで100万 円程度 の価格 で した。1

メ ガバ イ トとは50万 字 に相 当す る情報量 です か ら、

1万 円で50万 字 記憶で きるハ ー ドデ ィスク装 置が買

えたこ とにな ります。 それが今 で は、100万 円 で10

ギ ガバ イ ト程度のハ ー ドデ ィスク装置が買 える よう

にな りま した。1ギ ガバ イ トとは5億 字 に相 当す る

情報量ですか ら、1万 円で5千 万字記憶 で きるハ ー

ドデ ィスク装置が買 えるこ とにな ります。 これに対

して 、人間が行 なう翻訳の コス トは、技術文書 な ら

400字 で 数千 円です か ら、1万 円 で1千 字程度 の翻

訳がで きることにな ります。 ラ ンニ ングコス トや ら

電子化す るコス トや らがあ って 、こ う単純 には計算

で きませ んが、1987年 には50万 字 記憶 してお いて1

千 字の翻訳 を節約すれ ば 「元が取れ」、今 なら5千 万

字記憶 しておいて1千 字の翻訳 を節約す れば 「元が

取れ る」 ことにな ります。文学作品 を除 けば、同 じ

原文 には同 じ訳文で良いはずですか ら、せ っか く時

間や コス トをかけた翻訳結果は原文 と一緒 に保存 し

てお けば、わずか な部分 を再利用す るだけで も十分

見合 うとい うことです。同 じ原文 を何度 も翻訳す る
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無駄 を節約すれば、その分、新規 の翻訳 に時間や コ

ス トをかけて よ り良い品質の翻訳 がで きるこ とで し

ょう。

 また、最近ではテ レビや新 聞に もイ ンターネ ッ ト

とい う言葉 が よく出て くることにお気づ きだ と思 い

ます。イ ンターネ ッ トとは、コ ンピュー タネ ッ トワ

ーク同士 を結 んでネ ッ トワークを構築す るこ とであ

り、通常 は、こう して構築 された全世界 に広が るコ

ンピュー タネ ッ トワークの ことをいい ます。 このイ

ンター ネ ッ ト上 に、World‐Wide-Web(webは 蜘 の

巣、 ネ ッ トワー クの意味)と い う、手順 とい うか ネ

ッ トワークとい うか システム とい うか、既 存の言葉

で は名 状 し難 い ものが あ り、この略 してWWWに

よ ってテキス ト、図表、カラー画像 は もちろん音声

や動画像 まで統 一的な方法 で扱 うこ とがで きます。

このWWWが 大 層便利 なところから、一般 には 「イ

ンター ネ ッ トで」 とい え ば 「WWWで 」 とい うの

と同 じ意 味 にな って いる よ うです。WWWで は 、

情 報を発信 する側 をサ ーバ といい 、受信 して表示す

る側 をブラウザ といい ますが、比較的簡単 な手順で

個 人で も全世界 に情報 を発信で きます し、パ ソコ ン

で稼働す るブラウザが何種類 もあ り、個人で も手軽

に様 々な情報 を手 にす ることがで きるのです。実 は、

機械翻訳 か ら見 れば、 この インター ネ ッ トは謂 わば

蛇 口を捻れ ば電子化資料あるいはデ ジタル文書が じ

ゃあ じゃあ出て くる水道の ような ものです。 しか も

その水源 は大部分が アメリカとい って もよ く、 自分

が読 むため に翻訳す る対 象が、苦手な紙か ら電子化

デ ータへ急速 に様 変わ りしてい ます。

ので、翻訳自体は従来手法のものです。アイデアと

してはずっと以前からあ りましたが、機械翻訳され

た結果は人間の手でチェックされ書き直 されている

のが普通ですから、原文と訳文との1文1文 の対応

は失われてしまい、実際にどの部分を新規に翻訳す

べ きかを特定することは容易ではあ りませんでした。

私共ではこの問題 を解決すべ く開発 された機械翻訳

システムを差分翻訳システムと呼んでいます。この

差分翻訳システムは、図1に 示 したように、大 きく

分けて3つ のステップから実現 されています。

4-1.新 旧原文対応

 文書比較部は旧原文ファイルと新原文ファイルと

の相違する部分を抽出 して、差分情報を生成 します。

具体的には、それぞれの文書の同一ではないが対応

する部分を取 り出 してから、単語、文字などを単位

新原文

フアイル

1日原文

フアイル

1日訳文

フアイル

文蒔比較部

処理選択

指示部

文書対応

付け部

羅

4。 記 憶 リソース を活用 する機械 翻訳 機械翻訳部 差分表示部 訳文変換部

 記憶 リソースを活用する機械翻訳には、大きく2

つの方向があります。1つ はメモ リーベースの機械

翻訳システムや用例ベースの機械翻訳システムなど

で、翻訳自体に記憶 リソースを活用 していくもので

す。例えば、原文 と訳文を対訳形式で大量に記憶 し

ておき、人間のようにそれらの原文 ・訳文を参考に

して翻訳 しようとするものです。こちらの手法は他

の機会にで も詳 しく説明 していただけると思い ます。

 翻 訳

チ コ ック部

文辞合成部  対訳

チ コ ック部

新訳 文

フアイル

1原㈹ け応
フアイル

もう1つ の方向は、以前翻訳 した原文 と訳文を保存

しておいて新規に翻訳する部分を減らそうとするも 図1 差分翻訳システム
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としてそれらの単位が旧原文と新原文 とに同じもの

が含まれているかを比較することで、旧原文と新原

文との差異の割合である 「差分率」を計算 していま

す。同一の部分は差分率を0%と しています。

4-2.原 文訳文対応

 原文訳文対応 とは、文書対応付け部において、あ

る言語で記述された文書(原 文)と それを他の言語

に翻訳した文書(訳 文)と がある場合に、原文中の

ある1文 が訳文中のどの1文 に対応 しているかを、

自動的に判別することです。対訳文の対応付けに関

する研究は各所で行われてお り、95%程 度の正解率

が報告されています。本システムでは、文書対応付

け部において、旧原文ファイルと旧訳文ファイルの

対応付けを行います。機械翻訳システムの機能を利

用 して、まず、各文書を1文 ごとに分割 し形態素解

析を行い、次に、単語辞書を用いて原文と訳文の類

似度を計算します。そして、その類似度の高い対を

原文と訳文の対であると判定 します。

4-3.新 訳文生成

 新旧原文対応のステップで得られた差分情報を調

べ、あらか じめユーザによって設定された差分閾値

(変更の割合がどの程度大 きければ機械翻訳を行う

かの指標)と 差分情報中の差分率の値により以下の

いずれかの処理を行います。

(1)差 分率=0%の 場合原文に差異がないのです

から訳文をそのまま使えるはずですが、前後関係 も

ありますので、原文と訳文の対応付けが正 しく行わ

れているかどうかをチェックするために旧原文と旧

訳文の対応する部分を画面上に表示 します。ユーザ

は必要があれば修正を行 うことになります。修正が

なければそのまま旧訳文ファイルから、原文に対応

するデータを新訳文ファイルに追加 します。

(2)0%〈 差分率く差分閾値の場合原文の差異が

小さい場合は、機械翻訳をしてしまってからポス ト

エディッ トやリライトするよりも、むしろ人間が旧

訳文を直接訂正したほうが簡単です。そこで、旧原

文、新原文、旧訳文の対応する部分を画面上に表示

し、ユーザに新訳文の入力を促 します。入力 した訳

文を新訳文ファイルに追加 します。

(3)差 分閾値≦差分率の場合原文の差異が大きい

ので、新規に翻訳する場合と同様に、新原文を機械

翻訳部に送り機械翻訳 を行います。翻訳結果等を表

示し、ユーザがチェックを行い、必要であれば修正

し新訳文ファイルに追加することになります。

 これらの処理は対話的に行ってもよいです し、バ

ッチ処理的に行って、後で一括修正をかける方法を

採ってもよい訳です。以上の処理により、改版 され

た文書の翻訳を効率よく行うことができます。また、

同時に原文と訳文の対応をとったファイルを保存 し

ておけば、今後さらに改版が行われた場合に原文訳

文対応のステ ップは省略することが可能 となります。

5.イ ン ター ネッ トを活用す る機械翻訳

 機械翻訳の目的の項で説明 したように、顧客など

の他の人に読んでもらうためか自分や身内の人間が

読むためかで機械翻訳の利用方法が大きく異なりま

す。インターネッ トの発信に用いるなら一種の電子

出版であ り、それなりに手間や費用をかけて翻訳 さ

れるで しょうし、従来の機械翻訳の利用方法ですの

で、ここでは特に説明 しません。

 インターネットから情報を引き出すのに利用する

場合は、自分が読むための翻訳には違いありません

が、 さらに、自分が読みたい内容を探すための翻訳

という使い方のほうが多 くなる傾向があ ります。イ

ンターネットには様々な情報が発信 されていてそれ

を自由に引き出すことができるのですが、コンピュ

ータの画面に一時に表示できるのはそのごく一部で

すから、ちょうど分厚い書物の中から読みたいペー

ジを探す時にページをパラパラめ くるように、何度

も画面を書き換えて自分が読みたい内容を探す必要

があ ります。その場合、まさに斜読み、流 し読みす

る訳ですから、簡単な操作であること、素早 く結果

が得られること、原文の挿 し絵や図表や レイアウ ト

などの視覚的な情報が保存されることが重要です。

 こうした使い方に配慮 して開発された機械翻訳シ

ステムの一例 を図2に 示 します。私共ではこれを

WWW用 機械翻訳 システムと呼んでいます。ここ

では特に内容を探すという使い方に必要な機能とそ

の実現方法について説明 します。
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5-1.通 信 路上での翻訳

 現 在で も、色 々なコ ンピュー タ上 に様 々なWWW

ブ ラ ウザやサーバが稼働 してい ますが、あ る特定 の

ブラウザやサーバで なければ翻訳で きない とい うの

で は非常 に不便です。そ こで、特定の ブラウザ やサ

ーバ に依存せず に翻訳す るため には、ブラ ウザ とサ

ーバの通信路上 で翻訳 を行 えばよい訳 です 。本 シス

テムは、ブラウザか ら見 ればサ ーバに見え、サーバ

か ら見ればブラ ウザに見 える ような形態 で実現 され

てい ますの で、 どの よ うなWWWブ ラ ウザ や サー

バの組み合わせで も利用 で きます。

5-2.簡 易な操作と言語 自動判別機能

 WWWブ ラウザのユーザは、画面上 に表示 され

たボタンを押すだけで様々な情報を得てい ますので、

翻訳 も同様にボタンを押すだけですめば、非常に簡

易な操作ですむことにな ります。本 システムでは

WWWブ ラウザの表示画面の最上部 に翻訳するた

めのボタンを表示させ、そのボタンを押すことによ

って翻訳結果を表示します。但し、元々文書が母国

語(ユ ーザが要求 している言語)で 記述されていた

場合は、実際には翻訳する必要はあ りません。そこ

で、言語自動判別機能により翻訳対象言語かどうか

を判別 し、対象言語の時のみ翻訳ボタンを付加 して

います。この機能と後述の蓄積翻訳機能とを組み合

わせることにより、翻訳ボタンを押す操作まで省略

できます。

 現状の言語自動判定機能は、対象とする機械翻訳

システムが英日 ・日英翻訳システムあるため、英語

と日本語の判定だけを行います。まず対象となる文

書から、タグや空白/改 行などのコントロール文字

を除きます。残った文字の中で、アルファベ ットや

数字や記号以外の平仮名 ・カタカナ ・漢字が10%以

上含まれている文書を日本語 と判定 し、それ以外を

英語と判定 してい ます。10%と 低い値にした理由は、

日本語のWWW文 書中にもかな り多 くのアルファ

ベ ットや数字などが含 まれているか らです。

5-3.事 前 翻訳 機能

 WWWブ ラ ウザ で表 示す る文 書 には、多 くの 場

合画像 デー タが埋 め込 まれてい ます。画像 デー タは

デー タサ イズが大 きいため、 インター ネッ トを通 じ

てすべてが送 られて くるまで に多少時間がかか りま

す。最近で は、すべ てが送 られて こな くて も、送 ら

れて きた もの か ら徐 々に表示す るブラウザ もあ りま

すが 、ほ とん どの場 合、ユ ーザ はその画像 の受信が

終了す る まで待 っている ようです。 また、ブラウザ

に文書が 表示 されてか らユ ーザが次 にブラウザに指

ブ ラウザ ポー ト

PENSEE for Internet

翻 訳 制 御 部

 ・自動言語判別
 ・蓄積翻訳 
・翻訳呼びだし

 ・ボタン付加

原文

HTML-PENSEE

 ・タグレイアウ ト
  保存翻訳

翻訳結果

翻訳結果

翻訳結果
キャッシュ

サ ー バ ボ ー ト

図2 WWW用 機械翻訳システム
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示するまで、いくらかの時間があるのが普通です。

これらの時間を有効に活用 して、ユーザに翻訳時間

を意識 させない事前翻訳機能を実現 しました。

 具体的には、得 られたデータをWWWブ ラウザ

に送りながら、翻訳も開始 しておきます。その後で

ブラウザから翻訳の要求が来れば、すでに翻訳され

た結果をブラウザに送るのです。この方法ですと、

画像の表示時間やユーザが翻訳要求をするまでの間

に翻訳が進むので、ユーザが翻訳要求 した時点では

すでに翻訳が終了 してお り、ユーザから見ると翻訳

要求と同時に翻訳結果がブラウザに表示されること

になります。

5-4.蓄 積 翻訳機能

 WWWの 文 書 は一度 作 られ る と修 正 され ない場

合 もかな り多いので、 この性質 を利用 して、一度得

たデー タはキ ャッシュとい って保存 してお き再度表

示要求があれば、この保存 したデー タのほ うを表示

するのが一般 的です。

 翻訳 で も同 じよ うに、一度翻訳 した結果 をキ ャ ッ

シュ してお きます。つ ま り、ブ ラウザか らあ る文書

のデー タを要求 された場合、その文書の翻訳結果が

保存 されていないかどうか と、同時 に元文書が更新

されていないか どうか をチ ェ ック します。 も し元文

書が更新 されていない翻訳結果があれば、翻訳す る

代わ りにキ ャッシュ してあ る翻訳結果 をブラウザ に

送 ります。す る と、ユーザか らは翻訳要求 と同時 に

翻訳結果 がブラウザ に表示 され ることにな ります。

 さ らに、この蓄積翻訳機能 と言語 自動判別機能 と

により、ユ ーザの翻訳要求 を待 つ ことな く、翻訳 結

果 を表示 するこ とがで きます。 また、本 システムは

複数 のWWWブ ラ ウザ を接続 で きる ため、複数 の

ユーザで翻訳結果 を共有す ることに な ります。同 じ

翻訳 システムを使用 してい るグルー プ内でな ら、誰

かがある文書 を見 ると、その文書はその時点 で翻訳

されているので、 その後でその文書 を見 た人はす ぐ

に翻訳結果 を得 ることがで きます。同 じ文書 をよ く

検索す る人が集 まっている グループな ら、その効果

は非常 に大 きい と言え るで しょう。

5-5。 翻訳と表示の非同期処理

 事前翻訳機能と蓄積翻訳機能を用いると、多くの

場合、即座に翻訳結果を表示することができます。

しかし、翻訳結果がキャッシュされていない文書に

対 して、ユーザがすぐに翻訳の要求を行なった場合

や、その文書が大きい場合などでは、ユーザを翻訳

終了までの間待たせることになって しまい ます。

 そこで本システムでは、翻訳と表示を非同期に行

うようにてあ ります。具体的には、翻訳を始めると

その結果を順次ファイルに書きだ しておき、ブラウ

ザから翻訳結果の要求があれば、その時点での翻訳

結果のファイル内容をブラウザに送 ります。ですか

らユーザは文書の前の部分については、全体の翻訳

終了を待つことなく翻訳結果を得ることができる訳

です。これにより、文書の大きさに関係なく、翻訳

要求があった時点ではおおよそブラウザの1画 面分

は翻訳が終了 していますので、ほとんどの場合、ユ

ーザは即座に翻訳結果を見ることがで きます。

5-6.タ グや レイアウ トを保存 した翻訳

 機 械 翻訳 の研 究 で は、SGMLの よ うな制 御 タグ

を含んだ文書の翻訳方式 についてい くつかの研究が

なされてい ますが、従来の研究で は、 スペ ース とタ

グの混在についてあ ま り考慮 されてい ませ んで した。

 本 システムでは、制御 タグは翻訳せず に、それ以

外のテキス トだけ を翻訳 します。 さらに、制御 タグ

とレイァ ウ ト(空 白や インデ ン トや改行 など)を 両

方保存 しなが ら翻訳する タグ レイアウ ト保存翻訳機

能 を持ってい ます。本来、 タグつ き文書 に含 まれ る

空白や改行 は意味 を持 たないのですが、 ワー プロを

お使 いの方な ら、セ ンタリング機能 を使 う代わ りに

スペースを適当に入れて レイア ウ トす ることが少 な

くない ことをご存 じと思い ます。従 って、本機能で

翻訳 する と、 タグつ き文書 で も普通のテキス トで も

翻訳 する前の原文 と同様 の レイア ウ トを持 った翻訳

結果が得 られ ます。

 また、 タグの種類に よる制御 も行 ってい ます。例

えばシステムの固有名 な ど、ある範 囲内は訳すべ き

でないこ とが タグで示 される場 合はその範囲は翻 訳

しません し、翻訳 の際 に不必 要になる改行 タグは削

除 してい ます 。ただ し、制御 タグは種類 も多 く、特

定 のWWWブ ラ ウザ に しか通用 しない タグ もある

ので、完全 な制御 は実現で きてい ませ ん。ですが、

読 みたい内容 を探す という目的 には十分 である と考

えてい ます。

一30一



6.お わ り に

学会1995年 総 合大会,o-116, pp.122(1995)

 機械翻訳システムは、様々なシステムと結びつい

て、新 しい環境や用途に対応 していくことができま

す。これらをすべて説明 し尽 くすことはとてもでき

ませんので、利用環境の変化の中でも代表的なもの

を挙げ、これらに対応する機械翻訳システムの実例

を紹介 しました。機械翻訳に関心をお持ちの皆様に

とって、何らかの参考になれば幸いです。

介弘達 哉,下 畑 さよ り,松 下久明:改 版 文書 の翻訳

を支援 する差分翻訳 システム,情 報処理学 会第51回

全 国大 会,Vo1.51, No 3,pp.83-84(1995)

村 田稔樹,山 本秀樹,永 田順次:快 適 なインターネ

ッ トサ ー フ ィングを支援す るWWW用 機 械翻訳 シ

ス テム,電 子情 報通 信 学会技 術報 告(OFS),Vo195,

No.6, pp.31-36(1995)

参考文献

介弘達哉,下 畑さより,松 下久明:差 分翻訳システ

ムにおける対訳文書の文の対応付け,電 子情報通信

村 田稔樹,山 本秀 樹,永 田順 次:WWW用 機 械翻

訳 システム:W3-PENSEE,電 子 情 報通 信学会技

術報告(NLC),Vol 95, No,28, pp.69-74(1995)

繊 嚢公纂,

Special Issue on New Tools for Human Translators

The Machine Translation jouranl is inviting submissions for a Special Issue on the theme of translation support tools.

Some promising concepts have been discussed in recent literature, such as

  *automated terminology extraction and management

  *translation memories(including bilingual concordancing systems)

  *translation checkers

  *translation dictation systems

Systems based on some of these concepts have even begun to appear on the market.

We are inviting high-quality, original research papers relevant to this topic of novel tools for translators, including

but by no means limited to the four areas mentioned above.

DEADLINE:February 29,1996.

FORMAT:Please send hardcopy or electronic file(plain text or postscript)to either guest editor:Kenneth Ward

Church,AT&T Bell Labs Office 2B-421,600 Mountain Av., Murray Hill, NJ O7974, USA(E-mail:kwc@research.

att. com);Pierre lsabelle, CITI,1575 Chomedey Blvd., Laval, Quebec, Canada H7V 2x2(E-mail:Isabelle@citi. doc.

ca)

                                      (MTNIよ り転 載)
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研究機関紹奔

九州工業大学情報工学部 野村研究室
                  九州工業大学情報工学部知能情報工学科

                              教授 野村浩郷

 当研究室は、野村浩郷(教 授)、中村貞吾(講 師)、

および永井秀利(助 手)を 教官 とし、大学院生およ

び学部生が十数人により構成されています。研究室

の名前は、実際には、野村 ・中村研究室 と呼んでい

ます。九州工業大学は、長い歴史を持つ国立の工業

大学です。情報工学部は情報工学を専門とする日本

で唯一の学部です。九州工業大学情報工学部のキャ

ンパスは、福岡県の飯塚市 という人工約8万 人の小

さな町に独立 してあります。このキャンパスの学生

数は、学部および大学院を合わせて約2千 数百人で

す。福岡空港から約30kmの ところに位置 してい ま

す。このように小 さい町にも近畿大学九州工学部 と

いう大学がもう一つあり、また飯塚市が企業の研究

機関誘致に研究団地を用意 して努力 しており、小 さ

いながらも研究学園都市を目指すハイテク最前線の

環境にあ ります。

 研究は、長期的観点から、人工知能の根幹を担 う

と考えられる 「言語」 と 「意識」 との関わりを 「概

念」を通 して同化させる 「言語知能」の実現を目指

して進めています。これは人間の知能の本質を探る

ことを目的としており、それを技術 として段階的に

計算機システムに取り込んでい くことを目指 してい

ます。

 研究課題を大別すると、 「知的文書処理」、「知的

対話処理」、「知的翻訳処理」、およびこれ らに共通す

る 「言語データ」です。研究手法としては、 「制限

言語モデル」、「確率手法」、および 「論理手法」を使

っています。

 研究を進めるに当たっては、具体的な題材と応用

を設定 して進めています。その具体的な応用がそれ

ぞれの研究テーマになっています。現在取 り上げて

いる具体的な応用は、

  知的文書処理: 法律文の計算機処理

          テキス トからの情報抽出

         文章要約

  知的対話処理: 対話文生成

         説明文生成

知的翻訳処理

言語 デー タ

の四つです。

構 造的言語情報 による翻訳

文脈情 報 によるタイ ・英 ・日

翻訳

機械翻 訳評 価法

階層 的 タグ ドテキス トコーパ

ス

バ イリンガル タグ ドテキ ス ト

コーノ《ス

対話 タグ ドテキス トコーパス

確率文 法

 法律文の計算機処理では、法令用語や法的機能表

現に着目した 「法律文制限言語モデル」 と呼ぶ言語

モデルを提案 して、その構成法 とそれに基づ く計算

機処理用の辞書 ・文法の作成を進めています。この

ような法律文制限言語モデルを設定すると、一般の

自然言語モデルを使 う場合に比べて、計算機処理時

の曖昧性の爆発が極度に少なく抑えられ、現在の自

然言語処理技術では達成不可能な高度な計算機処理

が実現可能 となります。このような考え方は機械翻

訳にも応用で きて、翻訳対象には依存するが高度な

機械翻訳が実現できる可能性があります。

 次に、法律文を計算機処理 した後の計算機内部で

の情報表現形式 として法律文の言語構造 と論理構造

を一つの枠組みで統一 して表現するための 「素性論

理構造表現」と呼ぶ ものを提案 してその表現形式の

設計を行っています。これは、言語構造を素性構造

表現と呼ぶユニフィケーション構造で表現 し、法的

論理構造である法律要件と法律効果の対を論理構造

で表現するものです。この論理構造は法律文の法的

意味の表現に対応 します。

 題材として、国際法である 「国際物品売買契約に

関する国連条約」を取 り上げ、その法律文制限言語

モデルの開発とそれに基づ く法律文処理システムの

開発を進めています。これにより、将来的には、「法

律文知識ベースの作成支援 システム」、「法的事象に

関する模擬裁判のマンマシンインタフェース」、「法
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律コンサルタントシステム」および 「法律学習支援

システム」などへの応用を考えています。

 さらに、法律文制限言語モデルの検証のために、

日本の民法についての研究も進めています。将来は

刑法についての研究も始める予定です。

 テキス トからの情報抽出では、現在のインターネ

ットや将来の情報ハイウェイを通 じて送受される多

種多様でかつ大量の情報から目的に応 じて重要と思

われる情報を自動的に抽出する計算機システムの研

究を行っています。現在は、ニュースに現れる新製

品記事からその新製品に関する情報を自動的に抽出

する方式を研究しています。処理の方式 としては、

深い意味処理は行わず、で きるだけ簡易な処理で最

大の効果を上げる方式を研究 しています。文章要約

では、新聞や雑誌の記事あるいはいろいろな文章の

要約 を自動作成する計算機システムの研究を進めて

います。情報抽出をした後でそれをレポー トにまと

めるのも要約の仕事の一つです。ここでも、できる

だけ簡易な処理で最大の効果を達成する方法 を研究

しています。

 対話文生成では、情報案内システムに人間が日本

語で質問をしたときに、質問者が持っている知識の

程度やその人の質問の意図などを理解 して最 も適切

かつ効果的で簡潔な応答を計算機が日本語で行 うシ

ステムの研究を進めています。そのため、談話処理

と呼ばれる高度な処理を行い、かつ質問者の意図な

どを探る処理にファジィ処理方式を応用 しています。

したがって、確率的な手法で柔軟かつ適切な判断が

できるようにしようとしています。

 説明文生成では、法律文処理システムにおける法

律相談での説明、対話文生成に関連 して質問者の要

求に応 じた詳細説明などを行う計算機システムの研

究を行っています。ここでは、知識の客観的な説明

に留 まらず、質問項目に関する質問者の焦点や視点

なども推測 して効率的で適切な説明がで きるように

します。

 構造的言語情報による翻訳では、新 しい機械翻訳

方式 として、バイリンガルタグ ドテキス トコーパス

を使 う翻訳処理の研究を進めています。テキス トコ

ーパスの表層的な情報だけではうまく翻訳できませ

んので、豊富に用意 したバイリンガルタグ トテキス

トコーパスを有効に活用 して翻訳する方式を検討 し

ています。対象は日英翻訳です。これとは別に、文

脈情報によるタイ ・英 ・日の翻訳システムの研究を

進めています。 タイ語には文要素の省略が日本語以

上に多いことに着目し、かつその省略情報は知識と

文脈的な文法により補完 されることに着目して、文

脈情報に基づ く高度な機械翻訳処理方式の研究を進

めてい ます。実際の実験 システムも開発する予定で

す。タイ語に関 してはタイからの留学生が担当して

います。機械翻訳評価法では、そのフィロソフィの

考察とともに、詳細なタグ ドテキス トコーパスを用

意して高度な評価を行い、それを機能向上にフィー

ドバックすることを検討 しています。現在は、マル

チリンガルタグ ドテキス トコーパスの検討に重点を

おいています。

 階層的タグドテキス トコーパスでは、タグ ドテキ

ス トコーパスにい くつかの階層 レベルを設定 し、そ

れぞれの階層におけるタグセ ットの開発とそれに基

づ く実際のタグドテキス トコーパスの開発を進めて

います。 タグとは、文章構成や文構成に関する付加

的情報です。文章構成の タグは、SGMLやHTML

に準拠 したものです。文構成のタグは、文法的なも

のです。

 現在は、法律文を題材として、タグに形態素レベ

ル、構文 レベル、意味レベル、並列構造レベル、文

脈 レベル、論理 レベルを設定 しています。

 形態素 レベルでは、語とその品詞、および語の内

部構成のタグを付けています。法令用語や法的機能

表現には複合表現が多いので、その内部構成 も記述

するものです。複合表現は法的概念の単位に対応 さ

せて設定 しています。

 構文 レベルでは、複合文および単文のそれぞれで

の係受け構造 タグを付けています。単文内では、格

構造のタグも付けています。

 意味 レベルでは各種意味関係 と各要素の意味属性

および言語機能などのタグを付けています。

 法律文には並列構造がたくさんあります。法律文

における並列構造にはある程度の言語的制約があり

ますが、法律知識がないと判断できない並列構造 も

たくさんあ ります。並列構造は構文 レベルのものに

もタグ付けされていますが、とても複雑なので独立

したレベルを設定してあ ります。

 法律文が規定する法的判断はいくつかの条文の組

み合わせで行われます。 したがって、法律文の処理

には文脈処理が不可欠であ り、そのため文脈 レベル
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を設定 してい ます。

 論理 レベ ルでは、法律要件 と法律効果 を基本 とす

る法的論理構造 の タグ付 けを します。法律文処理の

最終 目標 は、この論理 レベ ルの情報 を生成する こと

です。

 バ イリンガル タグ ドテキス トコーパ スは、対訳テ

キス トの タグ ドテキス トコーパ スです。現在題材 と

している法律文 は国際法ですので、い ろいろな言語

の翻訳 があ ります。現在 は日本語 と英語のみ を扱 っ

てい ますが 、生 データと して はその他 に仏語お よび

独語 ももってい ます。

 タ イ ・英 ・日翻訳のため には、3ケ 国語の タグ ド

テキス トコーパ ス も必要 にな ります。 したがって、

実際にはバ イリ ンガルでは な くてマルチ リンガルで

す。マ ルチ リンガル タグ ドテキス トコーパスでは、

言語表現の要素別対応の タグもつけ ます。マルチ リ

ンガル タグ ドテキス トコーパスで も、階層 を設定 し

てい ます。 この階層の設定に よ り、要素別対応 が可

能 とな ります。要素別対応 は シンクロナイゼーシ ョ

ンタグ と呼ぶ タグで行 ってい ます。

 対 話 タグ ドテ キス トコーパスは、人間同士 の会話

をテキス ト化 した ものに タグ付 けする ものです。 こ

の ときにも、文脈的な タグお よび談話 的な タグをつ

け ます。その他 に会話 を音 声録音 した ものについ て

の タグ ドコーパスについて も検討 していますが、対

話 タグ ドテキス トコーパス とともに、実際の 開発 は

もう少 しあ とで開始す る予定 です。

 タ グ ドテキス トコーパスを共有す るために、2つ

のFrpサ イ トを開設 してい ます。そ れぞ れは 日本

電子工業振 興協 会の委員会 で作成す る タグ ドテキス

トコーパス用 と、情報処理学会 の電子化 テキス トコ

一パス作 成技術研 究 グルー プで作成す るタグ ドテキ

ス トコーパス用 の ものです。現在はそれぞれの会員

のみがア クセスで きるようになってい ます。

 確 率 文法 は、文法 を統 計デー タを活用 して確 率的

な手法 で記 述する ものです。確率文法 には、語彙 レ

ベルの もの、構 文 レベルの もの、文脈 レベルの もの

な どが考え られ ます。現 在は、語彙 レベルの もの と

構 文 レベルの ものを検討 してい ます。特 に、語 彙 レ

ベルの ものは形態 素解析 や未 知語処理 に威 力 を発揮

します。

 確 率文法 を作成す るには大 量の タグ ドテキス トコ

ーパスが必 要なので
、語彙 レベルの タグ ドテキス ト

コーパ スの半 自動作成 システムの検討 な どとともに

進 めてい ます。構文 レベ ルの確率文法 は、文解析時

の文法規則 の適用制御 な どに使用 され ます。文脈 レ

ベ ルの確率文法 は、対話文生成 な どに応用 され ます。

 研 究 で は、Sunワ ー クス テ ー シ ョ ンお よびX端

末 を主 に使 って い ます。Macintosh、 Pc98、 お よび

Dos!Vマ シ ンなどもプレゼ ンテー シ ョン作 成用 な ど

に使 ってい ます。パ ソコ ンも含め て全 ての計算機 は

EtherNetで 接 続 されてい ます。 EtherNetケ ー ブル は

壁 の中 を通 ってい て、電気 のコ ンセン ト、 テ レビァ

ンテナの コ ンセ ン トとともに、EtherNetの コ ンセ ン

トも各部屋の壁 についてい ます。実験 シス テム作成

の ための プログラ ミング言語 と しては、継承資産 に

も応 じてProlog、 Lisp、 C、 Perlな ど を使 っ てい ま

す。

 WWWの ホ ームペ ー ジ もで きて い るはず な ので、

興味がある方は ご覧下 さい。 ア ドレスは、

dumbo. ai. kyutech. ac. jpで す 。

CONFERENCE ANNOUNCEMENTS

December 4-6--NLPRS'95:Third Natural Language Processing Pacific-Rim Symposium , Seoul, Korea. Organized

jountly by SIG-KLC(Korean Language Computing)of KISS(Korean Information Science Society), SIG-NLP of

IPSJ(lnformation Processing Society of Japan), in cooperation with The Linguistic Society of Korea and The Korean

Society for Cognitive Science. Information:NLPES'95 Secretariat, Foreign Tourist Dept II, Hanjin Travel Service

Co. Ltd.(Conference Agency),132-4,1-ka, Bongrae-dong, Chung-ku,100-161, Seoul, Korea,(Tel:+82-2-726‐

5540;Fax:+82-2-773-1623)                         (MTNIよ り 転 載)
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新製晶の紹奔

「英 日辞書引 き君」「英 日翻訳 アダプタfor Internet」「Netscape/ej」

NEC

 NECで は この たびWindows上 で 動 作す る個 人ユ

ーザ 向けの辞書引 き ・翻訳 ソフ トウェア を発売 いた

しま した。いずれ もお求めやす い価格 で提供 してい

るこ とが特徴です。

        *   *   *

 「英 日辞書引 き君」 は、パ ソコ ン上で 簡単 に辞書

引 きがで きるソフ トウェアです。

 「英 日辞書引 き君」には 「英 日辞書引 き君」と 「英

日ち ょっと辞書引 き君」の2つ の プログラムが 入っ

てい ます。

 「英 日辞書引 き君」 は英文 フ ァイルを独 自 ビュー

アに読み込んで、辞書引 き します。調べ たい英単語

をクリックす ると複合語や熟語 も自動的 に検索 して

訳語の候補が表示 され ます。選 んだ訳語 を原語 の下

に貼 り付 ける 「訳 語貼 り付 け機能」、英文 テキス トの

全文 を一度 に辞書引 きす る 「一括辞書引 き機 能」 の

他、テキス ト中に コメン トや和 訳 をメモ として挿 入

で きる 「メモ書 き機能」 も用意 され てい ます。英文

和訳 を したい ときにたいへん便利 なソフ トです。

 「英 日ちょっと辞書引 き君」 は、 イ ンターネ ッ ト

ブラ ウザ、通信 ソフ ト、 ワー プ ロ等Windows上

の さまざまな ソフ トの上で簡単 に辞書が ひけるソフ

トです。調べ たい単語 をマ ウス ドラ ッグで選択 し、

マ ウスの右ボ タンクリックまたは任意の設定 キーを

押す と訳 語が表示 され ます。

 基 本辞書 と して9万 語 を内蔵 、オプシ ョンと して

各種専 門用 語辞書60万 語 を用意 してい ます。

 ユ ーザ辞書 の構 築 も可能です。登録語数の制限は

あ りませ ん。辞書 関連の ツール と して 「辞書登録エ

デ ィタ」、「一括 辞書登録機能」、「辞書連結 機能」、「登

録語 リス ト出力機 能」 な どがあ ります 。

 拡 張機能 として、機械 翻訳 インター フェースを備

えてお り、後述す る「英 日翻訳ア ダプ タfor lnternet」

ま たは㈱高電社製 「j・London/E.1」と組 み合わせ る と

前述の機能 に加 えて機械翻訳 を利用す るこ とが で き

ます。 またCD-ROM検 索 インターフェース によっ

て 市販 のCD-ROM検 索 ソフ トと連 動 させ てCD-

ROM辞 書 を引 くことが できます。

〈価格〉

〈動作環境〉

基本装置

os

CPU

メモリ

解像度

9,800円

デ ィス ク空容量

く専門用語辞書(別 売)〉

自然科学分野辞書   約330,000語 60,000円

(航空 ・宇宙、情報処理 、金属、バ イオ、建築 ・土

木、電気、エ ネルギー、機械、数学 ・論 理、計測、

PC9821'ま た はDOS!V機

Windows3.1日 本 語版

i48620MHz以 上 推奨

8MB以 上

640×480ド ッ ト以上

18MB以 上

篤一 桑葛蓋一葦一 欝躍
内璽 醗

灘繋雛鍵灘霧難麗難

灘懸難灘簸難難雛癖
薯雛 …一 醗 灘 騨 雛

灘灘1懸灘
鋸灘灘 灘1雛
㎜ 灘 宰" "馬m… …欝 … 齢 謝 ・鷺撫 獺難 欝 灘 内

写真1 英日辞書引き君 写真2 英 日ち ょっ と辞書 引 き君(PC-VANナ ビ

ゲー タ上での辞書引 き)

一35一



化学 、原子力、光学、物理、 プラン ト、鉄道、船舶 、

繊維 、自動車 、気象、ガス、LAN、 科 学 一般 、 ANSI

用 語 、MIL用 語 の25分 野)

ビジネス分野辞書   約70,000語 20,000円

(ビ ジネス、環境 、金融、法律、軍事の5分 野)

医学 ・薬学用語辞書  約200,000語 40,000円

        *   *   *

 「英 日翻訳 アダプタfor In[emet」 は 、 インター ネ

ッ トブラウザ 、通信 ソフ ト、 ワー プロなど文字列の

選択が可 能 なWindows上 の ソフ トウェア と連動 し

て、英文 を和文 に翻訳 します。

 英 文をマウス ドラ ッグで選択 し、マ ウスの右ボ タ

ンクリックまたは任意 の設定 キーを押す とた だちに

翻訳 が開始 され ます。原文 ・訳文中の語 をクリック

する と別 の訳語候補 を表示 します。辞書引 き機能の

みの利用 も可 能です。

 訳 文文体 の指定 や命令文 の訳 出の しか た、 「yOU」

の訳 出の しかたな ど、 きめ の細かい翻訳制御 がで き

ます。

 約9万 語の基本 辞書 を内蔵 してお り、専用の辞書

エデ ィタで簡単 にユ ーザ辞書 を作成で きます。

〈価格〉

〈動作環境 〉

基本装置

os

CPU

メモリ

解像度

デ ィスク空容量

14,800円

PC9821'ま た はDOSIV機

Windows3.1日 本 語版

i48666MHz以 上 推奨

16MB以 上

640×480ド ッ ト以上

68MB以 上

*   *   *

 「Netscape!ej」 は 今話 題 の イ ンター ネ ッ トWWW

ブ ラ ウザNetscape Navigatorと 英 日辞書引 き機能 を

組 み合わせた製品です。

 Netscape Navigator上 の 英単語 をマ ウス ドラ ッグ

し、マ ウスの右ボ タンクリックまたは任意の設定 キ

ー を押す だけで簡単 に辞書引 きをお こなうことがで

きます。内蔵 辞書 は1万2千 語です。

 最 新のブラ ウザで インター ネ ッ ト上の英文 にアク

セス したい方におすすめの ソフ トです。

 なお前述の 「英 日翻訳 アダプタfor Internet」 と組

み合 わせれ ば英 日翻 訳機 能付 きNetscape Navigator

と して利 用で きます。

〈価格〉

〈動作環境 〉

基本装置

os

CPU

メモリ

解像度

6,000円

デ ィス ク 空 容 量

(*)3.5イ ン チ1.44Mバ イ ト フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク

が 読 込 可 能 な 機 種

く 上 記3製 品 の お 問 い 合 わ せ 先>

NEC 汎 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業 本 部

TELO3 (3456)8343 FAXO3 (3456)6348

〒108 東 京 都 港 区 芝 浦 四 丁 目14-22

e‐mail meshplus@apinfo.mt.nec.co.jp

※10月 末 よ りユ ー ザ サ ポ ー トサ ー バ 上 で お 試 し コ ー

ナ ー を 開 設 。

〔WWWサ ー バ 〕http:〃meshplus。 meshnet. or. jp/

PC9821'ま た はDOS!V機

Windows3.1日 本 語版

i48620MHz以 上 推奨

8MB以 上 推奨

640×480ド ッ ト以上

7MB以 上

一
麺r
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・新難r

Macintosh版 英 日翻 訳 ソ フ ト 「The Translater-Mini Ver.1.5」

カテナ株式会社

今 、注 目の イ ンター ネ ッ トのホームペ ー ジや ネ ッ

トニ ュース、海外 ソフ トのREADMEや オ ンライ ン

ヘ プ、海外か らの電子 メールな どの英語 に接 す る機

会 は、以前 と比べ もの にならないほ ど増 えてい ます。

そ こで、手軽 なシステム環境 で大量 の英文デー タを

ス ピーデ ィにテキパキ翻訳 、 しか もコス トパ フォー

マ ンスに優れた入 門版 英 日翻訳支援 ソフ トが 「The

Translater-Mini」 です。

カテ ナで はV1.2か ら、 さらに辞 書 や文法 を改善 し

翻訳精度 をア ップ させ て、Macintosh版 英 日翻訳 ソ

フ ト 「The Translater-Mini Ver.1.5」 を9月14日 に

発売 しま した。V1.5で は 、基 本 辞書 の語 数 の増加

や コンピュー タ用語辞書 の標準添付 、英文法 の改善、

PowerMacネ イ テ ィブ対応 な ど、翻訳 精度 と処 理速

度、 コス トパ フォーマ ンスの向上が はか られ、初心

者向けの より手軽 な翻訳 ニーズにマ ッチ した もの と

な りました。

「The Translater-Mini」 は使い勝手 の良 さと快適 な

翻訳 ス ピー ドで初心者 で も気軽 に使 える翻訳 ソフ ト

として、発売以来 、約1万 本の売上 を達成 してい る

翻訳 ソフ トの ヒッ ト商 品です。

今 回の新製品V1.5の 主 な概 要 ・特 長 は下記 の通 り

です。

1.特 長

●基本辞書の語数が2倍 以上増加、翻訳精度 も向上

基本辞書 の語数が従来の2.5万 語 か ら6.7万 語 に大幅

ア ップ。英文法 も改善 され翻訳精度が向上。

● コ ンピュータ用語辞書が標準で付属

コンピュータ用語 と基礎科学用語が収録 されてい る

コン ピュータ用語辞書(6万7千 語)を 標準装備。

情報処理か らデー タ通信 にわた る専門用語 を網羅 し、

コンピュータ関連の英文の翻訳で威力 を発揮。

●漢字Talk7.1以 上 、 PowerMacintoshネ イ テ ィブモ

ー ド対 応PowerMacintosh上 で の使用 時 は ネ イテ ィ

ブモー ドで作動す るため、更にス ピーデ ィな翻訳処

理が 可能。勿論 、68系CPUのMacintoshで も軽快

に使用できる。

●簡単にできる辞書登録で精度向上

新 しい単語の登録 も簡単。登録単語の増加にしたが

い翻訳精度がどんどん向上する。

●辞書引きツールとしても使用可能
一度引いた単語 を再度見たい時に便利なヒス トリー

機能 と、辞書ウィンドウのみが起動する環境設定が

使用可能。

2.機 能

●翻訳 ・編集機能

翻訳/部 分翻訳/別 解釈/訳 語置換/単 語対応/原

語のまま表示/文 末判定/テ キス トの結合 ・分離。

●辞書機能

辞書参照(ヒ ス トリー機能付)/辞 書登録/オ プシ

ョン辞書追加。

●文章入力 ・編集機能

文字のカット・コピー ・ペース ト/復 元/消 去。

●保存形式

翻訳ファイル/対 訳テキス ト/英 文テキス ト/和 文

テキス ト。

●印刷

対訳形式/訳 文形式/日付・時間・タイトル自動表示。

●環境設定

ハイフン語内部の辞書引き/日 付などの局所解析/

単語の原語表示/主 文の主語 ・動詞明示/英 文テキ

ス ト入力時全文一括翻訳/英 語 ・日本語入力モー ド

自動切替/解 析エラー時アラー ト表示オンオフ/起

動時辞書ウ ィン ドウのみ開くオンオフ/「 ことえ

り」 インライン使用オンオフ/オ プション辞書の設

定保存オンオフ。

●ウイン ドウ

文章ウィン ドウ/ワ ークシー ト/辞 書ウィンドウ。

3.仕 様

●英 日翻訳 ソフ ト 「The Translater-Mini Ver.1.5」

  基本 辞書の語数    :67,㎜ 語
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5

6

コ ン ピュー タ用語標準添付 :32 ,000語

専門辞書(オプション):医 学、科学、機械、電気、地球科学ほか

動作環境

OS   :漢 字Talk7.1以 上

CPU  :68,030以 上

最小搭 載 メモ リ  :Macintosth、

            PowerMacintosh版8MB

            以 上(空 き2MB以 上)

HD必 要 な空 き容 量:16MB以 上

(*コ ン ピュー タ用語辞書使用 時は22MB以 上)

メ デ ィア

CD-ROM(FD版 は あ りません。)

定 価

英 日翻訳 ソフ ト「The Translates-Mini Ver.1.5」

                 14,800円(税 別)

専 門辞書(別 売 オプシ ョン)

 医 学生物学用語      50,㎜ 円

 科 学用語 (科学)    1111円

 科 学用語  (機械)    1111円

 科 学用語  (電気)    25,000円

 科 学用語  (地球 科学 ほか)25,000円

i フ7イ ル 繕集 翻駅 フォント ウィンFウ

《お問い合わせ先》

カテナ株式会社 ソフトウェアプロダクツ事業本部

 〒206 東京都多摩市落合1-15-2

     TEL:0423-38-1118

 営業時間:祝 祭日を除 く月～金9:00～17:00

        著者:カ テナ株式会社ソフトウェア

            プロダクツ事業本部

            販売企画部 下島陽子
4

i

團
hiyhliyhtnQ

◇◇◇ 掌習碑書
【動藷司】1ssgliluAed,hiehli;hae己,]ll(hli(]lb,hiゆ1igh血《

  ハイ ライ トする
highlighted

◇◇◇ コンピュータ用語辞書
【動詞 】:vZhtiyh4d,h㎏hhgh艶 己,h麹}輿h匂,h㎏hUゆ亘㎎

  ハイ ライ トする

  強調表示 する

お零蝿論
【名詞 】h堵h㎏hu
    ハ イライ ト

    最 もE月るも、言β分
【欄 譜 響 謝 戦M・敏h戯 取職

    く… を〉強調 する
    (… を〉特 に明 る くする

    〈… に》強烈な光 をあ てる

 [他動詞+目 的語 †do1㎎]    (
… が〉 〈…: .と を〉強調 する

    (… が〉 〈… ことに〉強烈な光 をあ てる

 [他動言司・卜30131e]
    (… ことを〉強調 する
 [他動詞+▼h節]

    強調 する

薩

1測

◆ 図2:辞 書引 きッー ル
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.別鱗尺  .        _一 _一_ 鰍

(1)主題とメインの動詞はこのモードでハイライトさ風   〔#
vih1L⊃

主題 とメイ ンの動詞はハイ ライ トざれた中 に このモー ドであ る。 7/10
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O
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鶏 図3 別解釈(編 集)

 図1:翻 訳 画面

一38一



イベ〉 卜紹発

フ ォ ー ラ ム:The LISA Forum--Asia

開催 月 日:1995年10月1～3日

開催場所:The Regent Hotel, Singapore

テ ー マ:Localization Business Development for the Asia Markets

 LISA(The Localization Industry Standards Association:ロ ー カラ イゼー ション産業規格協 会)は ス イスの ジ

ュネーブに活動基盤 を置 く国際的 な非営利 団体 で、企業 の海外進 出や業務 の現 地化の手助 け として、言語処

理関連産業のユ ーザのニ ーズに見合 うよ うに、多言語 ソフ トウエ ア、技術 文書 の品質水準 を高め るために、

以下の ような活動 を してい る。

(1)フ ォー ラムの開催

    製 造 業者、ユーザ、法律制定者等 のすべての関係者が一堂 に会 して、発表 、討議す る場 を提 供す る。

(2)SIGs(Special Interest Groups)の 形 成促進

(3)News Le[terの 発 行

   会 員 や業界に関す る報告、事例研究等 を掲載 し、毎季発行 す る。

(4)ISOで の活動

   TC37(専 門 用語集 と翻訳技術)お よびTC46(電 子 出版 と文書管理)に おい て活動 している。

(5)そ の他

 今 回ア ジアで初めての フォー ラムが上記の通 り開催 された。開催 に当た り、LISAの デ ィレクタであ るM.

Anobile氏 か ら当協 会 に協力要請があ り、パ ネラーの推 薦な どを行 った。

 第3日 目に開かれる下記のパ ネルデ イス カッションに、長瀬産 業(株)翻 訳室長の堂野前進氏 とソニーテ

ク トロニクス(株)計 測 関連 機器 部 リサーチ フェローの立 田種宏氏 のお二人がパ ネラー として参加 された。

 ア ーマ:Evaluating[he Effectiveness of Asian Language Machine Translation and Localization Tools

 LISAと 当協 会 とは今 後 も会誌の交換等連絡 を取 り合 うこ とになった。毎季送 られて くるNews Letterは 当

協 会事務所 で保管す る。 ご活用頂 きたい。

講 演 会:第5回 「世界翻訳の日」記念行事

問合せ先:(社)日 本翻訳連盟 (TELO3-3555-6365

開 催 日時:平 成7年10月23～24日

開 催場所:東 京 ・平河町 砂 防会館 別 館1階 大 ホール

     併 設 イベ ン トと して 「実演 ・展示会」あ り。

参 加 料:会 員特別価格@3,000円  非 会 員@5,000円

王

後

協

FAXO3-3552-1784)

                      (下記ご参照)

                       懇親会@ 111円

催:(社)日 本翻訳連盟

援:通 商産業省、日本放送協会、日本経済新聞社

賛:国 際翻訳家連盟、 (財)出 版文化産業振興財団、 (社)東 京軽印刷工業会、

  アジア太平洋機械翻訳協会、テクニカルコミュニケーター協会

 ユ ネス コの下部組 織であ る世界翻訳家 連盟(F[T)は 、 毎年 同連盟 に加盟 す る世界 各国の翻訳関係 団体 に

呼 びかけ、国際的な 「世界翻訳の 日記念行事」 を行 っている。今年 は、"Translation, a key to development"和

文 では 「翻訳 一21世 紀 をひら く鍵 」 とい う統一 テーマ を掲 げて一斉 に実施す ることになった。

 日本では通商産業省の後援 の もと(社)日 本翻訳 連盟が主催 して記念 シンポ ジューム を開 くこ とになった。
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アジア太平洋機械翻訳協会もこれに協賛する。また同時に、翻訳支援サポー ト機器システムの実演 ・展示会

を開催する。

プログラム.

     10月23日

10月24日

12:45 開会のご挨拶          (社)日 本翻訳連盟会長  勝田美保子氏

12:50 祝    辞         通産省サービス産業課長  乾 敏 一氏

13:00 特別講演 「国際ネットワーク時代の翻訳文化」慶大助教授 1/N協 会長

                               村 井 純氏

14:00 特別講演 「映像文化を通 した国際交流」映画監督/脚 本家  新藤 兼人氏

15:00 問題提起 「翻訳業界はいま何をなすべきか」

         一 実態調査分析一        JTF理 事  河野 弘毅氏

 (17:40)JTF翻 訳賞表彰式、懇親パーティ

10:00 パネル討論 「苦境打開からバラ色の業界へ」

                司会  坂元誠氏(産 業翻訳家 弓TF常 務理事)

13:30 特別講演 「翻訳環境変化に対応する」早大教授/実 用英語学会長

                               篠田 義明氏

14:30 事例報告 「翻訳資源を活かし仕事の生産性を向上」

15:30翻 訳支援 「翻訳サポー トシステムを使いこなす」     徳井  浩氏

16:30 クロージング ・メッセージ       JTF常 務理事 大澤水紀雄氏

併設 「実演 ・展示会」 翻訳支援サポー ト機器システム:

 各界の有力企業が一堂に会 して、店頭では滅多にお目にかかれない実演をふまえて繰 り広げる一大デモン

ス トレーション。翻訳作業の効率化に、翻訳資源の蓄積や翻訳資産の運用により翻訳の生産性を著 しく向上

させるサポー ト機器、システムの数々を一挙公開。

日  時:平 成7年10月23日 12:00～17:45

         10月24日 9:30～16:00

会 場:東 京 ・平河町 砂防会館 別館1階 シェーンバッハ

入 場 料:無 料

展示商品:電 子辞書関連機器、文書管理関連機器、機械翻訳システム、ネットワーク関連、翻訳関連書籍雑誌

講 演 会:マ ルチメデ ィア ・ネットワーク社会における言語情報処理

問合せ先:(社)日 本電子工業振興協会 技術部 情報技術担当

     東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館内

     TEL O3-3433-2334 FAX O3-3433-2003

開催 日時及び会場:

  東京会場:平 成7年11月9日(木) 10:20～17:00

        機械振興会館 地下2階 ホール

              東京都港区芝公園3-5-8(東 京タワー駐車場前)

              電話 03-3433-2334

  大阪会場:平 成7年11月14日(火) 10:20～17:00

        大阪キャッスルホテル 6階 鳳鳳の間、白鳥の間
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               大阪市中央区天満橋京町1-1

               電言舌  06-942-2401

 (社)日 本電子工業振興協会の主催で上記の講演会が開催 される。

 今回の講演会では、米国のSRI Internationalでご活躍中の 」.Hobbs博士 を特別講師としてお迎えし、情報

検索、情報抽出などに関して米国を中心とする最新の研究開発動向についてご講演頂くと共に、前マンチェ

スター工科大学教授の辻井潤一氏 より、ヨーロッパにおける自然言語処理技術の研究動向についてご講演頂

く。また、国内の研究機関の第一線に立つ研究者により、自然言語 とともにマルチメデイア社会を支える音

声処理技術、画像イメージ検索技術 に関する講演を行 う。加えて、自然言語応用システム、テキス ト利用技

術、対話処理技術の最近の動向に関する調査結果を報告する。本講演会は、自然言語処理技術を中心 とした

マルチメディア要素技術に関する貴重な情報源となるものと予想される。

プログラム:

11:20-10:30 開会 挨拶

10:30-11:00 キ ー ノ ー トス ピ ー チ

11:00-12:00 自然言語処理技術の最新動向

情報検索、情報抽出技術

昼休憩

長尾 真氏 京都大学教授

   (自然言語処理技術委員会委員長)

田中 穂積氏 東京工業大学教授

(大阪は 村木 一至氏 日本電気(株))

DcJ.Hobbs SRI lnternational

  12:00-13:00

  13:00-13:40 欧州における自然言語処理技術研究 辻井 潤一氏 東京大学教授

  13:40-14:20 ヒューマンメディアプロジェクト(1)

          音声言語処理技術         飯田 仁氏 ATR音 声翻訳通信研究所室長

  14:20-15:00 ヒューマンメディアプロジェクト(2)

          画像イメージ検索技術      加藤 俊一氏 通産省電子技術総合研究所

  15:00-15:15休 憩

  15:15-17:00 言語メディア技術の将来動向

          ・システム化技術の観点から   井佐原 均氏 郵政省通信総合研究所室長

          ・テキス ト処理技術の観点から  野村 浩郷氏 九州工業大学教授

          ・対話処理技術の観点から    石崎 俊 氏 慶慮大学教授

                          (大阪は 坂本 仁 氏 沖電気工業(株))

定 員:150名(東 京 ・大阪 とも)

聴講料:日 本電子工業振興協会会員@5,000円  一般@8,㎜ 円(消 費税を含む)

      聴講料 には次の資料代を含む。講演会テキス ト、MTシ ステム品質評価用テス トセ ット(英 日

      700文例、日英400文 例)、フロッピーディスク
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